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町
長
の
行
動

　

6
月
は
、
愛
南
漁
協
総
会
（
24
日
）、
南
宇
和
郡

救
急
医
療
対
策
協
議
会
（
27
日
）、
サ
ン
パ
ー
ル
株
主

総
会
・
沿
岸
警
備
協
議
会
総
会
・
保
育
所
統
廃
合
検

討
委
員
会
（
29
日
）
な
ど
に
出
席
し
、
国
道
56
号
整

備
促
進
協
議
会
知
事
要
望
、
国
道
56
号
改
良
工
事
及

び
高
速
道
路
整
備
促
進
に
つ
い
て
大
洲
工
事
事
務
所

へ
陳
情
（
30
日
、
松
山
市
外
）
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

7
月
は
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
広
報
パ
レ
ー

ド
出
発
式
（
1
日
）、
県
土
地
改
良
事
業
団
理
事
会
、

県
議
会
傍
聴
（
3
日
、
松
山
市
）、
愛
南
地
区
防
犯
協

会
総
会
・
交
通
安
全
推
進
協
議
会
総
会
（
6
日
）、
愛

媛
県
市
町
道
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
役
員
会
・
総
会
、

道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
愛
媛
地
方
協
議
会
総
会

（
11
日
、
松
山
市
）、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
海
上

広
報
パ
レ
ー
ド
（
12
日
）
な
ど
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
7
月
19
日
か
ら
21
日
の
3
日
間
、
東
京

国
際
展
示
場
で
開
催
さ
れ
た
「
第
8
回
ジ
ャ
パ
ン
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ー
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
」
に
、

愛
南
漁
協
と
し
て
初
の
出
展
を
視
察
し
ま
し
た
。  

　

こ
の
シ
ョ
ー
は
、
一
般
消
費
者
を
対
象
と
し
た
シ
ー

フ
ー
ド
・
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く
、
バ
イ
ヤ
ー
を
対
象

と
し
た
商
談
型
展
示
会
で
、
約
4
5
0
社
（
国
内

3
5
0
社
、
海
外
1
0
0
社
）
が
水
産
物
や
水
産
加

工
品
等
の
自
慢
の
品
々
を
出
展
し
、
販
路
拡
大
を
め

ざ
し
て
の
商
談
が
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ま
た
、

8
月
12
・
13
日
に
は
、
三
越
の
地
下
食
品
売
り
場
で
、

河
内
晩
柑
の
加
工
品
の
即
売
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
多
様
な
機
会
を
通
じ
て
、
多
く
の

方
に
愛
な
ん
ブ
ラ
ン
ド
の
品
々
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
で
、
そ
の
価
値
を
高
め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

表紙の写真コメント

「スポーツ選手ふれあい指導水泳教室」の一コマです。講師の萩原智子さんが、東海小学校児童に

正しいフォームやスポーツ選手としての心のあり方などを熱心に指導されていました。

6/17

　　　 「社会を明るくする運動」
での海上広報パレード出発式

7/12

　　　船越地区 (吉田鋭
え い

三
ぞ う

区長 )で
「西海ぎおんまつり」が開催され、
保育園児や小学生による相撲大会
では、かわいい園児たちの取組に、
観戦に訪れた保護者も熱の入った
声援を送っていました。

7/14

　　　「社会を明るくする運動海上広報パレード」で、長崎港に来航し

た海上保安部巡視艇「れいうん」をバックに、長崎保育所園児の皆さん

7/12

　　　永江孝子
さんの講演会が
開催されました。
(緑新鮮市主催 )

6/27

　　　海の日に長崎
桟橋付近を清掃した
御荘 B&G 海洋セン
ター海洋クラブの皆
さん

7/17
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特集 .1

学
校
統
廃
合
答
申
の
お
知
ら
せ

　

今
号
の
特
集
で
は
、
学
校
統
廃
合
検
討

委
員
会
（
清
水
岩い

わ

門と

委
員
長
）
か
ら
、児
童
・

生
徒
の
視
点
に
立
ち
、
望
ま
し
い
教
育
環

境
を
整
備
、
提
供
す
る
た
め
、
5
月
2
日

の
初
会
合
を
始
め
、
次
の
よ
う
な
基
本
的

認
識
に
立
っ
て
、
計
6
回
に
及
ぶ
慎
重
な

審
議
の
結
果
、
6
月
24
日
に
教
育
委
員
会

に
対
し
て
、
答
申
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
多
様
化
・
複
雑
化

す
る
社
会
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
が
「
自

ら
が
判
断
し
て
行
動
す
る
力
や
未
来
を
切

り
開
く
た
く
ま
し
い
力
」
を
育
て
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
効
果
的
な
教
育
、
効
率

的
な
学
校
運
営
を
推
進
す
る
た
め
「
統
合

は
や
む
を
得
な
い
選
択
で
あ
る
」
と
い
う

検
討
委
員
会
の
答
申
内
容
を
受
け
入
れ
、

計
画
的
な
統
廃
合
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
、
統
廃
合
の
対
象
校
区
の

方
々
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
柔
軟
な

姿
勢
で
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
学
校
統
廃
合
検
討
委
員
会
の
基
本
的
認
識
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ー
原
文
の
ま
ま
掲
載
ー

1
学
校
と
学
級
の
規
模
に
つ
い
て

  

学
校
規
模
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育
法
施

行
規
則
第
17
条
に
「
小
学
校
の
学
級
数
は
、

12
学
級
以
上
18
学
級
以
下
を
標
準
と
す
る
。

た
だ
し
、
土
地
の
状
況
、
そ
の
他
に
よ
り

特
別
の
事
情
の
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り

で
は
な
い
」（
中
学
校
に
も
準
用
）
と
規
定

さ
れ
て
い
る
が
、
本
町
は
標
準
と
な
る
学

校
が
小
学
校
に
1
校
あ
る
だ
け
で
、
他
の

19
校
と
、
全
て
の
中
学
校
（
9
校
）
は
小

規
模
校
で
あ
る
。
し
か
も
、
複
式
学
級
の

あ
る
過
小
規
模
校
が
、
完
全
複
式
校
1
校

を
含
め
て
11
校
あ
る
。

　

本
町
は
、
県
下
で
人
口
に
比
べ
、
学
校
数
、

そ
れ
も
過
小
規
模
校
の
非
常
に
多
い
町
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
児
童
・
生
徒
一
人

当
た
り
の
教
育
経
費
が
多
く
か
か
る
こ
と

を
意
味
し
て
お
り
、
財
政
の
弾
力
性
を
示

す
指
標
で
あ
る
経
常
収
支
比
率
が
94
.
8
%

で
あ
る
本
町
の
学
校
の
教
育
環
境
を
、
良

好
な
状
態
に
維
持
し
て
い
く
上
で
大
き
な

問
題
で
あ
る
。

2
同
一
年
齢
集
団
を
主
体
と
し
た

　

教
育
の
必
要
性

　

学
校
教
育
法
は
、
人
間
相
互
の
関
係
を

重
視
し
て
い
る
（
学
校
教
育
法
17
条
、18
条
）

が
、
わ
が
国
の
学
校
教
育
は
、
公
立
義
務

教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職
員
定

数
の
標
準
に
関
す
る
法
律
第
3
条
に
定
め

る
と
お
り
、
原
則
と
し
て
、
同
一
年
齢
集

団
を
主
体
と
し
た
教
育
で
あ
り
、
小
・
中

学
校
教
育
は
、
同
一
年
齢
の
児
童
・
生
徒

で
構
成
さ
れ
る
学
級
を
単
位
と
し
た
集
団

生
活
を
基
盤
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
学
校
教
育
の
目
標
と
さ
れ
て
い
る
発

達
段
階
に
応
じ
た
知
識
や
技
能
、
思
考
力
、

判
断
力
、
自
ら
学
ぶ
意
欲
、
社
会
の
変
化

に
対
応
す
る
能
力
な
ど
は
、
同
一
年
齢
集

撮影協力：城辺小学校 1・2年生計 75 名
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愛
南
町
学
校
統
廃
合
推
進
計
画

　

通
学
手
段
及
び
通
学
の
安
全
性
の
確
保

を
は
じ
め
、
通
学
に
係
る
適
切
な
支
援
措

置
が
と
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
に
、
次
の
と

お
り
統
廃
合
を
推
進
す
る
。

（
1
）
平
成
19
年
度

○
城
辺
中
学
校
と
僧
都
中
学
校
を
統
合
し
、

僧
都
中
学
校
の
生
徒
は
城
辺
中
学
校
へ

通
学
す
る
。

（
2
）
平
成
20
年
度

○
家
串
小
学
校
と
魚
神
山
小
学
校
を
統
合

し
、
魚
神
山
小
学
校
の
児
童
は
家
串
小

学
校
へ
通
学
す
る
。

○
船
越
小
学
校
と
西
浦
小
学
校
を
統
合
し
、

西
浦
小
学
校
の
児
童
は
船
越
小
学
校
へ

通
学
す
る
。

○
御
荘
中
学
校
と
中
浦
中
学
校
を
統
合
し
、

中
浦
中
学
校
の
生
徒
は
御
荘
中
学
校
へ

通
学
す
る
。

（
3
）
平
成
21
年
度

○
緑
小
学
校
と
僧
都
小
学
校
及
び
満
倉
小

学
校
の
3
校
を
統
合
し
、
僧
都
小
学
校

の
児
童
と
満
倉
小
学
校
の
児
童
は
緑
小

学
校
へ
通
学
す
る
。

○
城
辺
小
学
校
と
深
浦
小
学
校
を
統
合
し
、

深
浦
小
学
校
の
児
童
は
城
辺
小
学
校
へ

通
学
す
る
。

○
西
海
中
学
校
と
福
浦
中
学
校
を
統
合
し
、

福
浦
中
学
校
の
生
徒
は
西
海
中
学
校
へ

通
学
す
る
。

（
4
）
平
成
22
年
度

○
平
城
小
学
校
と
赤
水
小
学
校
及
び
菊
川

小
学
校
の
3
校
を
統
合
し
、
赤
水
小
学

校
の
児
童
と
菊
川
小
学
校
の
児
童
は
平

城
小
学
校
へ
通
学
す
る
。

（
5
）
篠
山
小
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
篠
山

小
中
学
校
組
合
と
協
議
検
討
し
て
い

く
。

（
6
）
平
成
23
年
度
以
降
も
統
合
の
成
果
を

評
価
し
な
が
ら
、
地
域
の
出
生
数
、

人
口
推
計
等
を
み
な
が
ら
統
廃
合
の

必
要
性
に
つ
い
て
、
継
続
的
に
検
討

し
て
い
く
。

付
帯
事
項

（
1
）
統
合
後
の
廃
校
利
用

　

地
域
づ
く
り
・
人
づ
く
り
を
担
う
公
民

館
活
動
と
一
体
化
し
た
地
域
の
活
性
化
、

他
地
域
や
世
代
間
交
流
推
進
等
の
支
援
を

担
う
施
設
と
し
て
活
用
す
る
の
が
望
ま
し

い
。

　

さ
ら
に
は
、
住
民
が
主
体
的
に
活
用
す

る
方
法 

（
利
用
者
の
自
己
管
理
）
も
考
え
て

い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

 

（
2
）
諸
要
望

1
小
規
模
校
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
の
、

学
校
間
交
流
へ
の
積
極
的
な
支
援
を
す

る
こ
と

2
統
合
に
よ
り
学
校
が
な
く
て
も
、
公
民

館
を
学
校
に
か
わ
る
地
域
の
中
心
的
な

存
在
と
し
て
位
置
付
け
、
学
校
の
統
廃

合
が
地
域
に
与
え
る
影
響
を
限
り
な
く

少
な
く
す
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。

団
を
通
じ
て
養
わ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
り
、

本
町
の
各
小
規
模
校
で
よ
く
行
わ
れ
て
い

る
異
年
齢
集
団
（
縦
割
集
団
）
に
よ
る
教

育
に
し
て
も
、同
一
年
齢
集
団
（
学
級
集
団
）

を
主
体
と
し
た
教
育
が
確
立
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
前
提
で
あ
る
。

3
小
規
模
校
の
問
題
点

   

小
規
模
校
の
児
童
・
生
徒
の
傾
向
と
し

て
は
、
①
競
争
心
が
育
ち
に
く
い
②
序
列

意
識
が
固
定
化
し
や
す
い
③
刺
激
が
少
な

く
、
馴
れ
合
い
に
流
さ
れ
や
す
い
④
言
語

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
少
な
い
⑤
社
会

性
の
育
成
が
難
し
い
、
な
ど
の
問
題
点
が

挙
げ
ら
れ
る
。

   

こ
れ
ら
の
問
題
点
は
、
本
町
の
各
小
・

中
学
校
に
も
、
共
通
し
て
み
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

小
規
模
校
は
、
過
去
の
歴
史
や
伝
統
の

上
に
、
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
実
践
し
、

成
果
を
挙
げ
て
お
り
、
教
育
上
の
長
所
も

あ
る
。
し
か
し
、
1
か
ら
3
で
述
べ
た
よ

う
な
問
題
点
も
あ
り
、
次
代
を
担
う
児
童
・

生
徒
が
た
く
ま
し
く
育
ち
、
社
会
性
、
協

調
性
を
養
い
、
向
上
心
、
創
造
性
を
培
い
、

多
面
的
思
考
力
や
公
正
な
判
断
力
等
を
養

い
「
生
き
る
力
」
を
育
む
た
め
に
は
、
そ

れ
相
応
の
児
童
・
生
徒
数
が
必
要
で
あ
る
。

　

学
校
規
模
の
適
正
化
を
図
る
に
は
、
学

校
の
適
正
配
置
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
具

体
的
な
方
法
と
し
て
は
、
通
学
区
域
の
変

更
と
学
校
統
廃
合
が
考
え
ら
れ
る
が
、
本

町
に
お
い
て
は
、
小
規
模
校
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
り
、
通
学
区
域
の
一
部
変
更
に
よ
っ

て
学
校
の
規
模
を
調
整
す
る
こ
と
は
極
め

て
困
難
で
あ
る
。
従
っ
て
、
適
正
規
模
と

適
正
配
置
を
確
保
す
る
に
は
、
統
廃
合
を

中
心
と
し
た
対
応
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　

学
校
統
廃
合
を
検
討
す
る
場
合
の
よ
り

ど
こ
ろ
と
な
る
法
律
に
、
義
務
教
育
諸
学

校
施
設
費
国
庫
負
担
法
施
行
令
が
あ
る
。

こ
の
法
律
の
第
3
条
に
、
適
正
な
学
校
規

模
の
条
件
は
「
学
級
数
は
、
概
ね
12
学
級

か
ら
18
学
級
ま
で
で
あ
る
こ
と
、
通
学
距

離
は
、
小
学
校
は
概
ね
4
k
m
以
内
、
中
学

校
に
あ
っ
て
は
、
概
ね
6
k
m
以
内
で
あ

る
こ
と
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の

法
律
が
施
行
さ
れ
る
2
年
前
に
、
中
央
教

育
審
議
会
が
、
文
部
大
臣
に
対
し
、
公
立

小
中
学
校
の
統
合
方
策
に
つ
い
て
答
申
し

て
い
る
。
こ
の
中
に
、
①
教
育
の
効
果
を

考
慮
し
、
土
地
の
実
情
に
即
し
て
実
施
す

る
こ
と
②
将
来
の
児
童
・
生
徒
数
の
増
減

の
動
向
を
十
分
に
配
慮
し
て
計
画
的
に
実

施
す
る
こ
と
③
学
校
統
合
は
慎
重
な
態
度

で
実
施
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
住
民
に

対
す
る
学
校
統
合
の
意
義
の
啓
発
に
つ
い

て
は
、
特
に
意
を
用
い
る
こ
と
、
と
述
べ
、

学
校
統
合
の
基
準
は
、
前
述
の
法
律
第
3

条
「
適
正
な
学
校
規
模
の
条
件
」
と
、
同

じ
数
値
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本
町
に
お
け
る

望
ま
し
い
小
学
校
の
規
模
は
、
1
5
0
人

（
25
人
×
6
学
年
）
か
ら
3
0
0
人
（
50
人

×
6
学
年
）
程
度
、
中
学
校
は
、
1
5
0

人
（
50
人
×
3
学
年
）
か
ら
3
6
3
人

（
1
2
1
人
×
3
学
年
）
程
度
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
地
勢
・
交
通
等
の
諸
条
件

か
ら
、
そ
の
実
現
は
困
難
で
あ
り
、
教
育

効
果
を
上
げ
る
た
め
の
最
低
限
の
条
件
を

考
慮
す
る
と
、
適
正
規
模
は
、
小
学
校
で

概
ね
60
名
（
1
学
年
当
た
り
、
概
ね
10
名
）、

中
学
校
は
概
ね
60
名
（
1
学
年
当
た
り
、

概
ね
20
名
）
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
基
準
の
下
に
、
通
学
距
離
、

通
学
路
の
安
全
等
の
地
理
的
条
件
、
学
校

が
地
域
で
果
た
し
て
き
た
役
割
等
の
地
域

的
意
義
及
び
歴
史
的
経
過
並
び
に
施
設
の

状
況
等
を
踏
ま
え
、
学
校
の
適
正
配
置
に

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
提
言
す
る
。
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文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
か
ら
！

周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地

（
町
内
68
ヵ
所
）
に
つ
い
て

　

ま
ず
は
相
談
を

〜
開
発
に
は
事
前
の
届
出
が
必
要
で
す
〜

　

平
成
18
年
４
月
現
在
、
町
内
に
は
、
文

化
財
保
護
法
に
よ
り
周
知
の
埋
蔵
文
化
財

包
蔵
地
と
し
て
守
ら
れ
て
い
る
土
地
が

68
ヵ
所
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
土
地
で
土

木
工
事
な
ど
の
開
発
行
為
に
か
か
る
場

合
、
最
低
30
日
前
ま
で
に
県
に
届
け
出
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
県
か
ら

の
指
示
が
で
る
ま
で
工
事
に
と
り
か
か
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
発
掘
な

ど
の
調
査
が
必
要
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　

工
事
を
円
滑
に
進
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
規
模
の
大
小
に
関
係
な
く
、
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

周
知
の
埋
蔵
文
化
財
と
は
？

　

貝
塚
、
古
墳
な
ど
外
形
的
に
判
断
で
き

る
も
の
の
ほ
か
、
口
伝
、
古
文
書
、
古
地

図
、
小
絵
図
、
調
査
研
究
報
告
書
な
ど
に

よ
っ
て
、
土
地
の
中
に
文
化
財
が
埋
蔵
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
そ
の
地
域
社
会
に
知
ら

れ
て
い
る
土
地
の
こ
と
で
す
。

開
発
行
為
と
は
？

　

単
に
掘
削
行
為
だ
け
で
な
く
、
盛
土
や

構
築
物
の
建
築
な
ど
で
実
質
的
に
遺
跡

（
埋
蔵
文
化
財
）
の
状
況
を
変
化
さ
せ
た

り
、
事
後
の
調
査
を
不
可
能
に
す
る
行
為

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

埋蔵文化財包蔵地台帳

通番号 旧番号 所在地 包蔵地名

御　荘　地　域

1 1 深　泥 深泥遺跡

2 2

平　城

馬瀬遺跡

3 3 節崎遺跡

4 4 八幡野遺跡

5 5 猪ノ尻遺跡

6 6 法華寺遺跡

7 7 平城貝塚

8 8 菊　川 銭坪遺跡

9 9

平　城

貝塚遺跡

10 10 永の岡遺跡

11 11 源駄場遺跡

12 12 長　月 御荘焼窯跡

13 13 深　泥 深泥Ⅱ遺跡

14 14 和　口 和口西の駄場
遺跡

15 15

平　城

日枝神社遺跡

16 16 日向谷遺跡

17 17 大谷遺跡

18 18 長　月 安住寺五輪塔

19 19 平　城 岡村松軒翁の墓

20 20 菊　川 風ヶ森城跡

21 21 長　月 永月城跡

22 22 平　山 大島遺跡

内　海　地　域

23 1

柏

串ヶ岡
（赤樫）城跡

24 2 鳥巣
（城首・鳥首）城跡

25 3 矢落遺跡

26 4 小山畑遺跡

27 5
平　碆

本谷しく様遺跡

28 6 白王山遺跡

29 7
油　袋

五輪墓跡

30 8 五輪墓跡

31 9 須ノ川 法華石城跡

32 10 油袋 五輪墓跡

一　本　松　地　域

33 1
中　川

茶堂遺跡

34 2 茶堂Ⅱ遺跡

35 3 増　田 猿越城跡

36 4
広　見

札掛遺跡

37 5 広見遺跡

38 6 増　田 峠の城跡

39 7 正　木 ムソノ城跡

西　海　地　域

40 1 小　浦 小浦墓地

城　辺　地　域

41 1

緑　甲

梶郷駄場Ⅰ遺跡

42 2 梶郷駄場Ⅱ遺跡

43 3 梶郷駄場Ⅲ遺跡

44 4 大道下遺跡

45 5 樫　床 太場遺跡

46 6 緑当時 緑当時遺跡

47 7 城辺乙 愛宕山遺跡

48 8 城辺甲 城辺小学校
校庭遺跡

49 9 城辺乙 三島岡遺跡

50 10 城辺甲 久保遺跡

51 11 鳥　越 鳥越遺跡

52 12 久　良 天嶬の鼻遺跡

53 13 緑　乙 緑城跡

54 14 城辺甲 数城跡

55 15 城辺乙 御陣山城跡

56 16
城辺甲

常盤城跡

57 17 大森城跡

58 18 久　保 大谷の砦跡

59 19 鯆　越 太郎谷砦跡

60 20 古　月 鳶の巣城跡

61 21 長　野 不老の砦跡

62 22 下長野 一夜城跡

63 23
緑

御荘焼一木窯跡

64 24 御荘焼早崎窯跡

65 25 豊　田 御荘焼豊田窯跡

66 26

天嶬鼻

高野長英築造
の台場跡

67 27 天嶬の鼻
砲台場石塁

68 28 樫　床 ホリキリ

発掘された出土品
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商
工
観
光
課
か
ら
！

地
域
活
性
化
を
め
ざ
し
て
！

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
！

愛
南
町
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

研
究
会
が
発
足
し
ま
し
た
！

　

愛
媛
県
は
、

農
林
水
産
業
の

低
迷
や
公
共
事

業
の
減
少
、
大

規
模
企
業
の
撤

退
等
に
伴
う
雇

用
悪
化
な
ど
に

よ
り
、
東
予
・

中
予
地
域
と
比

べ
て
特
に
経
済

状
況
の
落
ち
込

み
が
著
し
い
南
予
地
域
に
対
し
、
今
後
、

重
点
的
に
施
策
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、地

域
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
様
々
な
活

町地域活性化懇話会の方々（◎は会長、○は副会長）

愛南漁業協同組合長 ◎濵田伊
い

佐
さ

夫
お

えひめ南農業協同組合南宇和支所長 宮平長
ちょういちろう

一郎

南宇和森林組合参事 山口　高
たか

司
し

愛南町商工会長 ○永元　鈴
すず

男
お

南宇和観光協会長 西平　六
ろく

郎
ろう

㈳愛媛県建設業協会南宇和支部事務局長 小埜山貴
たか

久
ひさ

漁
業
関
係
者

愛南漁協：魚類養殖協議会長 宇佐　徳
のり

夫
お

愛南漁協：真珠・真珠貝養殖協議会長 藤井　徹
てつ

夫
お

愛南漁協：貝類養殖協議会 瀧岡　隆
たか

雄
お

愛南漁協：貝類養殖協議会   稲田　　豊
ゆたか

愛南漁協：青年漁業者連絡協議会副会長 安岡　高
たか

身
み

農
業
関
係
者

愛南町農業担い手協議会長 清水　陽
よう

三
ぞう

オレンジバンク会長 原田　達
たつ

也
や

フレッシュ一本松出荷者協議会 都築佳
か

代
よ

子
こ

季節園 小野山かをり

商
工
観
光
・
ま
ち

づ
く
り
関
係
者

トレッキング・ザ・空海あいなん
実行委員会長 壽川　忠

ただ

夫
お

南宇和ホテル旅館組合長 山下　常
つね

臣
とみ

㈲愛南総研代表取締役 尾﨑　勝
かつ

也
や

南四国部品㈱御荘製造所長 大西　良
よし

尚
なお

金融機関 伊予銀行城辺支店長 桐嶋　正
まさ

彦
ひこ

　

豊
か
な
自
然
環
境
等
、
本
町
固
有
の
資

源
を
活
用
し
た
活
性
化
策
を
模
索
し
よ
う

と
、
山
出
憩
い
の
里
温
泉
で
、
農
林
漁
業

者
、
商
工
・
観
光
業
者
、
交
流
施
設
、
愛

南
漁
協
、
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
等
の
各
種
団

体
、
県
、
町
な
ど
の
関
係
者
、
約
60
名
が

参
加
し
て
「
愛
南
町
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
研
究
会
」
の
発
足
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
会
長
に
、
南
宇
和
地
区
生
活
研
究
会

長
の
松
本
時
子
さ
ん
、
副
会
長
に
は
、
山

出
地
区
行
政
協
力
員
の
佐
藤
和
彦
さ
ん
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
独
立
行
政
法
人
農
村
工
学
研
究

所
特
別
研
究
員
の
渡
辺
啓
巳
さ
ん
が
「
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
成
功
へ
の
〝
ま
な

ざ
し
〞」
と
題
し
て
講
演
し
「
こ
れ
か
ら
の

観
光
は
、
男
性
の
視
点
だ
け
で
は
な
く
、

高
齢
者
や
女
性
、
子
ど
も
の
視
点
を
取
り

入
れ
た
プ
ラ
ン
（
体
験
活
動
メ
ニ
ュ
ー
）

づ
く
り
が
必
要
」
と
、
今
後
の
活
動
方
法

等
に
つ
い
て
、
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
６
班
に
分
か
れ
て
、
モ
デ
ル

ツ
ア
ー
の
コ
ー
ス
選
定
、
特
産
品
を
活
用

し
た
手
作
り
料
理
の
開
発
、
地
域
資
源
の

発
掘
や
再
調
査
に
よ
る
農
林
漁
業
体
験
メ

ニ
ュ
ー
の
作
成
、
都
市
と
の
交
流
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
な
ど
、
地
域
の
協
力
体
制
を
ど

の
よ
う
に
構
築
し
て
い
く
か
等
に
つ
い
て

検
討
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
町
内
全

域
に
広
げ
、
繰
り
返
し
訪
れ
て
い
た
だ
け

る
魅
力
的
な
仕
組
み
づ
く
り
に
向
け
、
各

種
研
修
会
等
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
多
く
の
方
に
参
画
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、
農
山

漁
村
な
ど
に
長
く
滞
在
し
、
農
林
漁
業
体

験
や
そ
の
地
域
の
自
然
や
文
化
に
触
れ
、

そ
の
土
地
の
人
々
と
の
交
流
を
楽
し
む
と

い
う
余
暇
活
動
の
こ
と
で
す
。
長
期
バ
カ

ン
ス
を
楽
し
む
こ
と
の
多
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
で
普
及
し
た
ス
タ
イ
ル
で
、
日
本
で

も
「
新
し
い
余
暇
活
動
の
形
」
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

6/

26

動
に
対
し
て
も
積
極
的
な
支
援
を
行
う
こ

と
を
目
的
に
「
南
予
地
域
活
性
化
特
別
対

策
本
部
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
「
愛
な
ん
ブ
ラ
ン
ド

の
創
出
」
「
農
林
水
産
業
、
観
光
事
業
の
振

興
」
「
立
地
企
業
へ
の
優
遇
措
置
」
「
就
職

相
談
、
就
職
支
援
事
業
」
な
ど
、
町
民
の

皆
様
の
ご
意
見
を
広
く
取
り
入
れ
て
、
雇

用
機
会
の
創
出
や
町
の
活
性
化
に
向
け
た

施
策
を
展
開
す
る
た
め
「
愛
南
町
地
域
活

性
化
懇
話
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
今
後

は
、
県
へ
の
新
規
支
援
策
・
事
業
の
取
り

ま
と
め
を
行
い
、
「
南
予
地
域
活
性
化
特
別

対
策
本
部
」
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。
な

お
、
詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
（
℡
７
２
―

７
３
１
５
）
へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

6/

28
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総
務
課
か
ら
！

地
区
別
懇
談
会
の

主
な
内
容
に
つ
い
て
！

　

よ
り
多
く
の
皆
様
に
町
政
に
対
す
る
ご

意
見
や
ご
要
望
を
伺
う
た
め
、
５
月
９
日

か
ら
６
月
21
日
の
間
、
各
地
区
で
地
区
別

懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
主
な
ご
意
見

や
要
望
に
対
す
る
町
の
取
組
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

今
後
も
、
町
政
等
に
対
す
る
ご
質
問

等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
総
務
課
（
℡
７
２
―

１
２
１
１
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
共
通
事
項
〉

（
意
見
等
）

　

愛
南
町
に
な
っ
て
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
議
事
録
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、

今
後
、
公
開
を
し
て
ほ
し
い
。

（
検
討
結
果
）

　

９
月
か
ら
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、

議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
事
項
、
議
事
録
等

に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

〈
内
海
地
域
〉

（
意
見
等
）

　

鳥
越
ト
ン
ネ
ル
バ
ス
停
に
ト
イ
レ
が
な

く
不
自
由
を
き
た
し
て
い
る
の
で
、
設
置

を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

（
検
討
結
果
）

地
域
で
用
地
の
提
供
及
び
管
理
が
で
き

る
の
で
あ
れ
ば
、
設
置
を
検
討
し
ま
す
。

（
担
当
課　

内
海
支
所
住
民
福
祉
課
）

（
意
見
）

須
ノ
川
バ
ス
停
に
不
審
者
が
テ
ン
ト
を

張
っ
た
り
、
宿
泊
を
し
て
お
り
、
生
徒
に
不
安

が
広
が
っ
て
い
る
の
で
、対
応
し
て
ほ
し
い
。

（
検
討
結
果
）

　

６
月
22
日
に
、
須
ノ
川
に
２
箇
所
、
そ

の
他
４
箇
所
の
バ
ス
停
留
所
に
、
宿
泊
を

禁
止
す
る
旨
の
警
告
ポ
ス
タ
ー
を
貼
付
し

ま
し
た
。
今
後
は
、
状
況
を
見
て
、
不
審

者
が
い
れ
ば
、
警
察
へ
も
連
絡
を
取
り
、

注
意
を
促
し
ま
す
。

（
担
当
課　

内
海
支
所
地
域
振
興
課
）

〈
御
荘
地
域
〉

（
意
見
等
）

　

ゴ
ミ
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
カ
ラ
ー
印
刷

で
壁
に
も
掛
け
ら
れ
る
が
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
・

新
聞
等
の
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
は
ザ
ラ
紙
、
各

戸
に
配
布
し
て
も
、
保
管
せ
ず
に
捨
て
て
し

ま
う
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
が
？

（
検
討
結
果
）

　

早
速
、
２
ヵ
月
分
の
収
集
予
定
を
広
報

紙
で
掲
載
を
始
め
ま
し
た
が
、
次
回
か
ら
、

ゴ
ミ
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
と
同
様
、
１
月
か

ら
12
月
の
予
定
表
と
し
て
、
各
地
区
の
収

集
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
、
Ａ
４
版
カ
ラ
ー
印
刷

を
行
い
、
各
支
所
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
。

（
担
当
課　

環
境
衛
生
課
）

（
意
見
等
）

他
地
区
の
懇
談
会
の
内
容
等
が
分
か
る

よ
う
、
議
事
録
を
公
開
し
て
ほ
し
い
。

（
検
討
結
果
）

　

今
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
参
加
者
に

公
開
す
る
旨
を
説
明
し
、
了
承
を
得
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
個
人
情
報
等
の
観
点
も
あ

り
、
公
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、

来
年
度
に
つ
い
て
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
活
用
し
て
の
公
開
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

（
担
当
課　

総
務
課
）

〈
城
辺
地
域
〉

（
意
見
等
）

　

無
線
放
送
の
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

公
開
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
を
軽
く
で
き
ま

せ
ん
か
。

（
検
討
結
果
）

掲
載
方
式
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
か
ら
容
量
の

軽
い
テ
キ
ス
ト
形
式
に
変
更
し
ま
し
た
。

（
担
当
課　

総
務
課
）

（
意
見
等
）

　

消
防
団
員
は
、
普
段
は
現
場
で
仕
事
し

た
り
な
ど
、
防
災
無
線
が
聞
こ
え
な
い
場

合
が
あ
る
の
で
、
迅
速
に
現
場
に
駆
け
つ

け
る
た
め
に
も
、
携
帯
等
の
メ
ー
ル
を
活

用
し
て
連
絡
す
る
方
法
は
と
れ
な
い
の
か
。

（
検
討
結
果
）

　

防
災
無
線
に
よ
る
連
絡
に
加
え
て
、
７

月
１
日
か
ら
携
帯
電
話
に
よ
る
メ
ー
ル

で
、
消
防
団
員
（
分
団
長
以
上
は
、
原
則

全
員
、
そ
の
他
の
団
員
は
希
望
者
の
み
）

の
招
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
担
当
課　

消
防
署
）

〈
一
本
松
地
域
〉

（
意
見
等
）

　

私
の
孫
が
、
下
校
途
中
に
間
違
っ
て
防

犯
ベ
ル
が
鳴
っ
た
が
、
誰
も
気
に
と
め
て

く
れ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
一
般
の
方
で

も
、
防
犯
ベ
ル
の
音
を
聞
い
た
こ
と
が
な

い
方
も
多
い
と
思
う
の
で
、
無
線
放
送
等

で
音
を
鳴
ら
し
て
は
ど
う
か
。

（
検
討
結
果
）

　

一
本
松
支
所
の
防
災
無
線
に
よ
り
、
５

月
30
・
31
日
、
６
月
１
日
の
計
３
回
、
実

施
し
ま
し
た
。
そ
の
他
の
地
域
で
も
周
知

の
放
送
を
行
い
ま
し
た
。

（
担
当
課　

学
校
教
育
課
）

〈
西
海
地
域
〉

（
意
見
等
）

一本松地区での懇談会
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総
務
課
防
災
対
策
室
か
ら
！

地
震
津
波
避
難
訓
練

　
　
　

実
施
の
お
知
ら
せ

総
務
課
防
災
対
策
室
か
ら
！

耐
震
診
断
費
用
を
補
助
し
ま
す

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
か
ら
！

ゴ
ミ
分
別
の
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

今
世
紀
前
半
に
も
発
生
の
恐
れ
が
あ
る

南
海
地
震
に
よ
る
地
震
・
津
波
等
の
災
害

を
想
定
し
て
、
災
害
対
策
本
部
設
置
運
用

訓
練
（
非
常
時
通
信
や
情
報
収
集
な
ど
）
、

起
震
車
に
よ
る
地
震
模
擬
体
験
、
住
民
に

よ
る
避
難
訓
練
や
煙
体
験
、
消
防
防
災
ヘ

　

災
害
に
強
く
誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
木
造

住
宅
の
耐
震
診
断
を
受
け
る
方
に
、
そ
の

費
用
の
一
部
を
補
助
い
た
し
ま
す
。

◎
対
象
と
な
る
木
造
住
宅
（
①
か
ら
②
の

リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
負
傷
者
搬
送
・
輸
送

訓
練
な
ど
、
松
山
陸
上
自
衛
隊
第
14
旅
団
、

愛
媛
県
地
震
防
災
技
術
研
究
会
、
愛
媛
県
、

愛
南
警
察
署
、
消
防
本
部
等
の
協
力
に
よ

り
、
大
規
模
な
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
訓
練
に
よ
り
、
避
難
体
制
の
構
築

及
び
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
途
絶
時
に
お
け
る

情
報
収
集
・
伝
達
活
動
を
検
証
し
、
住
民

の
皆
様
が
安
全
で
安
心
し
て
生
活
を
送
れ

る
よ
う
、
今
後
の
防
災
活
動
に
役
立
て
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日　

時　

９
月
３
日
（
日
）

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
14
時

場　

所　

福
浦
湾
周
辺
地
区
・
柏
崎
地
区

○
訓
練
以
外
の
行
事

13
時
〜
14
時

　

「
地
震
・
津
波
に
お
け
る
被
害
及
び
対

応
」
と
題
し
た
特
別
講
演
会
が
福
浦
公
民

館
で
行
わ
れ
ま
す
。

12
時
30
分
〜
13
時

　

福
浦
湾
埋
立
地
で
、
自
衛
隊
車
両
へ
の

搭
乗
体
験
が
で
き
ま
す
。

す
べ
て
の
条
件
に
該
当
す
る
こ
と
）

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ

た
一
戸
建
の
木
造
住
宅
。
（
※
伝
統
構
法
、

枠
組
み
壁
工
法
、
丸
太
組
工
法
、
大
臣
等

の
特
別
な
認
定
を
得
た
工
法
の
も
の
は
対

象
外
）

②
階
数
が
２
階
以
下
で
、
延
べ
面
積
が

５
０
０
㎡
以
下
の
も
の
。

③
次
の
用
途
の
住
宅
が
該
当
し
ま
す
。

・
専
用
住
宅
（
※
共
同
住
宅
及
び
長
屋
住

宅
は
、
対
象
外
）

・
併
用
住
宅
（
※
店
舗
、
事
務
所
等
の
住

宅
以
外
の
用
途
を
兼
ね
る
住
宅
に
あ
っ
て

は
、
床
面
積
の
過
半
の
部
分
が
、
住
宅
の

用
途
に
供
さ
れ
て
い
る
も
の
）

◎
対
象
と
な
る
耐
震
診
断

　

「
愛
媛
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
務
所
」

の
登
録
を
受
け
た
建
築
士
事
務
所
が
「
愛

媛
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

に
基
づ
き
実
施
す
る
耐
震
診
断

◎
補
助
金
額

　

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内
、
か

つ
２
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

◎
受
付
期
間

　

８
月
10
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
（
平
成

18
年
度
は
30
戸
を
予
定
し
て
い
ま
す
）

◎
申
込
方
法

　

耐
震
診
断
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

に
総
務
課
防
災
対
策
室
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
そ
の
際
に
、
補
助
対
象
の
有
無
を
確

認
し
ま
す
の
で
、
建
築
年
度
や
構
造
な
ど

　

旧
町
で
、
防
護
ネ
ッ
ト
の
補
助
を
受
け

て
い
る
箇
所
で
も
、
再
度
補
助
を
受
け
る

こ
と
は
可
能
で
す
か
。

（
検
討
結
果
）

　

旧
町
で
補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

経
年
劣
化
等
、
町
補
助
金
の
交
付
対
象
と

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
担
当
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
担
当
課
、
農
林
課
）

　

最
近
、
ゴ
ミ
分
別
の
マ
ナ
ー
を
守
ら
な

い
利
用
者
に
よ
り
、
分
別
が
不
適
正
な
ご

み
集
積
箱
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
場
合

は
、
収
集
し
な
い
で
そ
の
ま
ま
集
積
箱
へ

残
す
こ
と
に
な
り
、
放
置
さ
れ
た
ゴ
ミ
が

飛
散
し
た
り
、
悪
臭
や
ハ
エ
が
わ
い
た
り

な
ど
、
利
用
者
全
体
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
分
別

方
法
、
指
定
日
・
時
間
を
守
っ
て
、
指
定

袋
で
ゴ
ミ
を
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

ゴ
ミ
集
積
箱
は
、
自
治
会
等
の
申
請
に

よ
り
、
町
が
補
助
金
を
出
し
て
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
地
区
住
民
の

方
々
で
、
衛
生
的
な
ゴ
ミ
処
理
が
で
き
る

よ
う
維
持
管
理
を
し
て
い
た
だ
き
、
清
潔

で
利
用
し
や
す
い
集
積
箱
と
な
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ご
み
の
分
別
方
法
等
に
つ
い
て

は
、
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
℡
７
２
―

６
９
５
５
）
ま
た
は
環
境
衛
生
課
（
℡
７
２

―

７
３
１
６
）
へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

分
か
る
範
囲
で
調
べ
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
申
請
時
に
、
建
築
確
認
通
知
書
、
建

築
物
の
登
記
簿
等
の
写
し
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
そ
の
他
、
詳
し
く
は
総
務
課
防
災

対
策
室
（
℡
７
２
―

１
２
１
１
）
へ
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。



広報　　　　　　　 平成 18 年 8月号 10

環
境
衛
生
課
か
ら
！

御
荘
湾
に
珍
し
い

　
　

生
物
が
い
た
よ
！

農
林
課
か
ら
！

あ
っ
、
サ
ワ
ガ
ニ
だ
！

農
林
課
か
ら
！

ふ
る
さ
と
の
愛
を
込
め
て
！

農
業
委
員
会
か
ら
！

農
地
の
所
有
権
の
移
転
・
地
目

の
変
更
は
届
出
が
必
要
で
す

　

御
荘

文
化
セ

ン
タ
ー

で
、
生

活
研
究

グ
ル
ー

プ
（
松

本
時と

き

子こ

会
長
、
会
員
98
名
）
に
よ
る
「
ふ

る
さ
と
小
包
７
月
便
」（
１
８
５
個
）
の
発

送
が
行
わ
れ
、
日
頃
、
各
グ
ル
ー
プ
が
知

恵
と
汗
を
出
し
て
作
ら
れ
た
品
々
が
、
丁

寧
に
箱
詰
め
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

お
届
け
す
る
産
品
は
、
梅
干
・
ら
っ
き

ょ
う
漬
・
ウ
コ
ン
茶
・
美
生
柑
か
り
ん
と

う
・
甘
夏
マ
ー
マ
レ
ー
ド
・
河
内
晩
柑
・

あ
ら
れ
・
ほ
う
た
れ
い
わ
し
・
い
り
こ
の

計
９
品
で
、
１
箱
３
，５
０
０
円
、
年
３

見
つ
け
て
は
大
は
し
ゃ
ぎ
で
し
た
。

　

ま
た
、
た
め
池
に
外
来
種(

ブ
ラ
ッ
ク
バ

ス
等)

を
放
す
と
、
地
域
固
有
の
在
来
種
を

食
べ
尽
く
し
、

生
態
系
が
崩
れ

て
く
る
の
で
、

放
し
た
り
し
な

い
で
ほ
し
い

と
、
日
鷹
一
雅

愛
媛
大
学
農
学

部
助
教
授
が
説

明
さ
れ
、
児
童

た
ち
は
、
身
近

な
自
然
環
境
や

生
物
の
生
態
系

を
学
ぶ
機
会
と

な
っ
た
よ
う
で

し
た
。

　

御
荘
湾

周
辺
の
干

潟
に
生
息

す
る
多
様

な
生
物
を

観
察
す
る

こ
と
で
、

自
然
環
境

の
大
切
さ

を
学
ん
で

も
ら
お
う
と
、
自
然
観
察
会
を
開
催
し
、

小
学
生
や
保
護
者
、
約
30
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

観
察
会
の
講
師
を
務
め
た
県
総
合
保
健

協
会
の
須
賀
秀
夫
さ
ん
、
宇
和
島
水
産
高

校
教
諭
の

水
野
晃
秀

さ
ん
が
、

子
ど
も
た

ち
が
見
つ

け
た
「
巻

き
貝
の
仲

間
、
ド
ロ

ア
ワ
モ
チ
」

を
見
て
、

国
内
で
３

箇
所
で
し

6/
 11

か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
貴
重
な
生
物
で
あ

る
こ
と
、
こ
れ
ら
多
様
な
生
物
が
生
息
す

る
干
潟
に
よ
っ
て
、
浄
化
作
用
が
働
き
、

湾
全
体
の
漁
業
環
境
が
守
ら
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
、
自
然
界
の
仕
組
み
等
に
つ
い
て

説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
は
初

め
て
見
る
稚
魚
や
貝
に
驚
き
の
歓
声
を
上

げ
る
な
ど
、
御
荘
湾
の
貴
重
な
自
然
に
触

れ
、
ふ
る
さ
と
の
新
た
な
魅
力
を
発
見
す

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

愛
媛
県
で
は
、

農
村
地
域
の
環

境
保
全
の
た
め

の
人
材
育
成
と

し
て
、
昨
年
度

よ
り
「
ふ
る
さ

と
水
辺
の
生
き

物
教
室
」（
県
下

10
箇
所
）を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、

一
本
松
小
学
校
４
年
生
及
び
広
見
水
利
組

合
が
参
加
し
、
広
見
地
区
弓
張
池
周
辺
の

水
路
を
散
策
し
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、

ド
ジ
ョ
ウ
や
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
、
サ
ワ
ガ
ニ
を

回
発
送
（
送
料
込
み
）
で
す
。
申
し
込
み

等
、
問
い
合
せ
は
、
次
の
各
郵
便
局
、
ま

た
は
、
宇
和
島
地
方
局
農
政
普
及
課
愛
南

指
導
班
（
℡
７
２
―

０
１
４
９
）
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

各
郵
便
局
（
こ
の
他
の
郵
便
局
で
も
取

り
扱
い
を
し
て
い
ま
す
。
）

　

柏　

（
℡
８
５
―

０
３
０
０
）

御　

荘
（
℡
７
２
―

６
２
８
６
）

城　

辺
（
℡
７
２
―

０
３
０
２
）

一
本
松
（
℡
８
４
―

２
０
０
０
）

西　

海
（
℡
８
２
―

０
０
０
０
）

6/
 27

　

農
地
（
田
、
畑
）
を
売
買
、
貸
借
、
転

用
（
宅
地
・
駐
車
場
等
耕
作
以
外
の
目
的

で
使
用
す
る
）
等
、
所
有
権
の
移
転
・
地

目
の
変
更
等
を
行
う
場
合
は
、
農
地
法
に

よ
り
農
業
委
員
会
の
許
可
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
町
農
業
委
員
会
（
℡
７
２
―

７
３
１
１
）
に
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

7/
 20
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農
林
課
か
ら
！

お
知
ら
せ
し
ま
す
！

企
画
財
政
課
政
策
推
進
室
か
ら
！

「
愛
南
町
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に

描
こ
う
！
」

船
舶
職
員
養
成
講
習
所
か
ら
！

４
・
５
級 

第
５
回
船
舶
職
員

養
成
研
修
（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｊ
）

開
催
の
お
知
ら
せ

○
森
林
の
伐
採
に
つ
い
て

　

森
林
を
伐
採
し
よ
う
と
す
る
時
に
は
、

個
人
・
事
業
者
に
か
か
わ
ら
ず
、
町
長
あ

て
に
伐
採
し
よ
う
と
す
る
１
ヵ
月
以
上
前

に
、
伐
採
届
出
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
地
球
環
境
の
保
全
に
大
切
な
森

林
で
す
。
必
ず
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
違
法
わ
な
に
つ
い
て

　

「
違
法
わ
な
」
は
、
狩
猟
・
非
狩
猟
鳥

獣
並
び
に
人
体
に
多
大
な
損
害
を
与
え
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟

の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、
厳
し

く
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

○
農
作
物
鳥
獣
害
防
止
対
策
推
進
事
業
に

関
す
る
こ
と

　

近
年
、
拡
大
傾
向
に
あ
り
非
常
に
深
刻

な
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
農
作
物
へ
の

鳥
獣
に
よ
る
被
害
に
対
し
、
電
気
柵
の
設

置
補
助
等
の
防
止
対
策
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
事
業
実
施
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

農
林
課
（
℡
７
２
―

７
３
１
１
）
及
び
各
支
所

地
域
振
興
課
ま
で
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

広
報
６
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
『
第
16

回
地
展
「
愛

南
町
」
を
描

く
絵
画
展
』

の
一
環
と
し

て
、
作
品
制

作
の
た
め
の

ス
ケ
ッ
チ
会

を
開
催
し
ま

し
た
。
遠
く

は
徳
島
か
ら

約
60
名
の
会

員
が
来
町
さ

れ
、
美
術
愛

好
家
の
皆
さ

ん
ら
し
く
、

熱
心
に
筆
を

走

ら

せ

た

り
、
次
回
に
訪
れ
る
参
考
に
と
、
海
や
山

か
ら
の
眺
望
を
カ
メ
ラ
な
ど
に
収
め
て
い

ま
し
た
。

　

次
回
ス
ケ
ッ
チ
会
は
、
９
月
30
日
（
土
）

〜
10
月
１
日
（
日
）
に
開
催
し
ま
す
。
防
災

無
線
等
で
も
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
が
、

多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
美
し
い

愛
南
町
の
風
景
を
自
由
に
描
い
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

問
い
合
せ

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.to
w
n.ainan.ehim

e.jp/

）
で

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
が
、
企
画
財
政
課
政

策
推
進
室
（
℡
７
２
―

７
３
１
７
）
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

 5/

27～28

開
催
期
日　

10
月
６
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

開
催
場
所　

愛
南
町
船
越
４
７
１
番
地

　
　
　
　
　

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合

　
　
　
　
　

船
舶
職
員
養
成
講
習
所

受
講
対
象　

雇
用
船
員
及
び
離
職
船
員

講
習
科
目　

航
海
科
、
機
関
科

募
集
人
員　

そ
れ
ぞ
れ
、
25
名

講
習
機
関　

10
月
６
日（
金
）〜
12
月
４
日（
月
）

試
験
期
日　

12
月
５
日
（
火
）
午
前
９
時
〜

試
験
場
所　

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合 

船
舶
職
員
養
成
講
習
所

受
講
料　

無
料

申
込
期
日　

９
月
30
日
（
土
）
（
但
し
、
定

員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

持
参
す
る
も
の　

住
民
票
の
写
し
（
本
籍

地
記
載
の
も
の
及
び
６
ヵ
月
以
内
に
発
行

の
も
の
）
２
通
、
船
員
手
帳
、
海
技
免
状
（
受

有
者
の
み
）
、
乗
船
履
歴
証
明
書
、
写
真

（
タ
テ
３
㎝
×
ヨ
コ
３
㎝
ス
ピ
ー
ド
写
真
は

不
可
）
航
海
科
９
枚
、
機
関
科
７
枚
、
印
鑑

申
込
先
等　

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合 

船
舶
職
員
養
成
講
習
所
（
℡
・
℻
８
２
―

０
２
２
２
）
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申

込
用
紙
等
は
、
要
請
が
あ
れ
ば
送
付
し
ま

す
。
な
お
、
船
舶
養
成
講
習
所
（
個
室
22
部

屋
）
へ
も
宿
泊
が
可
能
で
す
。

免
許
講
習　

本
研
修
終
了
後
、
当
研
修
所

に
お
い
て
、
次
の
と
お
り
免
許
講
習
を
実

施
し
ま
す
。

12
月
11
日
〜
12
日
（
救
命
講
習
）
、
12
月
13

日
（
消
火
講
習
）
、
12
月
14
日
〜
15
日
（
航

海
、
機
関
英
語
）
、
海
技
士
免
許
に
必
要
な

レ
ー
ダ
ー
観
測
者
講
習
及
び
レ
ー
ダ
ー
Ａ

Ｒ
Ｐ
Ａ
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
講
習
の
免
許
講
習

に
つ
い
て
は
、
次
の
場
所
で
の
受
講
と
な

り
ま
す
。

　

中
国
海
技
学
院　

レ
ー
ダ
ー
観
測
者
講

習
（
12
月
17
日
〜
19
日
）
・
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
講
習

（
12
月
20
日
〜
21
日
）

　

尾
道
海
技
学
院　

レ
ー
ダ
ー
観
測
者
講

習
（
12
月
13
日
〜
15
日
）
・
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
講
習

（
12
月
18
日
〜
19
日
）

　

関
門
海
技
協
会　

レ
ー
ダ
ー
観
測
者
講

習
（
12
月
７
日
〜
９
日
）
・
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
講
習

（
12
月
13
日
〜
14
日
）

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
実
施
機
関
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｊ
主
催
の
無
料
免
許
講
習
は
、

船
員
保
険
加
入
者
（
含
む
任
意
継
続
者
）

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
実
施
機
関

に
よ
り
定
員
に
限
り
が
あ
り
ま
す
こ
と
も

併
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
受
講
者
が
少
な
い
場
合
は
、
中
止
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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町
民
課
か
ら
！

国
民
年
金
に
つ
い
て

町
民
課
か
ら
！

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間
の
お
知
ら
せ
！

財
産
管
理
課
か
ら
！

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

の
お
知
ら
せ
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替
は
〝
早

割
〞
が
お
得
で
す
！

　

保
険
料
を
当
月
末
の
口
座
振
替
（
早

割
）
に
す
る
と
、
月
々
50
円
の
お
得
で
す
。

　

し
か
も
、
現
金
納
付
と
違
っ
て
毎
月
銀

行
等
の
窓
口
で
保
険
料
を
納
め
る
手
間
が

な
く
な
り
ま
す
。

　

お
得
で
、
便
利
・
安
心
・
確
実
な
口
座

　

い
じ
め
・
体
罰
・
児
童
虐
待
な
ど
、
子

ど
も
の
人
権
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相

談
（
予
約
不
要
・
無
料
・
秘
密
保
持
）
に

　

現
在
、
空
室
と
な
っ
て
お
り
ま
す
公
営

住
宅
に
つ
い
て
、
入
居
者
の
募
集
を
い
た

し
ま
す
。
入
居
を
ご
希
望
の
方
は
、
関
係

書
類
を
添
え
て
財
産
管
理
課
へ
申
し
込
み

下
さ
い
。

１
住
宅
（
空
家
）
の
概
要

　

左
記
表
を
ご
覧
下
さ
い
。

住宅名（区分） 住宅所在地 構　造 空部屋の概要

月別家賃 敷　金 共益費 その他特記事項

東猪ノ尻団地
（町営住宅）

御荘平城
2490番地1

鉄筋3階建
（築18年）

北棟201号
3DK　60.8㎡

16,500円～27,300円 家賃の3カ月分 有

脇田団地
（特定公共賃貸住宅）

柏369番地
鉄筋3階建
（築9年）

A棟105号
3LDK　106.62㎡

38,000円 家賃の3カ月分 有 電気温水器

※入居の際には、連帯保証人が2名必要になります。

２
申
込
受
付
期
間   

　

８
月
７
日
（
月
）
〜
８
月
17
日
（
木
）

　

受
付
時
間   

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
は
除
き
ま
す
）

３
入
居
者
資
格
（
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
）

　

⑴
町
内
に
居
住
し
て
い
る
方
、
及
び
町

内
に
居
住
を
希
望
し
て
い
る
方
で
、

住
宅
に
お
困
り
の
方
。

　

⑵
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
。

　

⑶
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
は
、

現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
（
婚
約
者
を
含
む
。
但
し

婚
約
者
は
入
居
後
３
ヵ
月
以
内
に
婚

姻
す
る
こ
と
）
が
い
る
方
。

※
尚
、
収
入
に
よ
り
各
住
宅
の
入
居
資
格

に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

４
申
込
方
法
等

　

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
財
産
管

理
課
住
宅
係
（
℡
７
２
―

７
３
１
０
内
線

２
３
３
・
２
３
４
）
ま
で
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

振
替
を
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
毎
月
、
現
金
で
納
め
る
場
合

９
月
分
保
険
料

10
月
分
保
険
料

11
月
分
保
険
料

１
３
，８
６
０
円

１
３
，８
６
０
円

１
３
，８
６
０
円

《
翌
月
（
10
月
）

末
支
払
》

《
翌
月
（
11
月)

末
支
払
》 

《
翌
月
（
12
月)

末
支
払
》

○
口
座
振
替
で
早
割
に
し
た
場
合
（
９
月

か
ら
の
例
）

９
月
分
保
険
料

10
月
分
保
険
料

11
月
分
保
険
料

１
３
，８
６
０
円

１
３
，８
１
０
円

１
３
，８
１
０
円

《
９
月
分
10
月
分
を
、

10
月
末
に
引
落
》

《
当
月
（
11
月
）

末
引
落
》

※
初
回
の
口
座
振
替
月
で
２
ヵ
月
分
の
保

険
料
（
前
月
分
と
当
月
分
の
保
険
料
）
が

引
き
落
と
し
と
な
り
、
そ
の
後
の
毎
月
の

保
険
料
が
50
円
割
引
と
な
り
ま
す
。

※
引
落
日(

月
末)

が
休
日
の
場
合
は
、
翌
営

業
日
と
な
り
ま
す
。

※
「
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納
付(

変

更)

申
出
書
」
は
、
町
民
課
ま
た
は
、
各
支

所
住
民
福
祉
課
、
社
会
保
険
事
務
所
、
金

融
機
関
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

　
　

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　
　

年
金
一
日
相
談

　

日　

時　

８
月
16
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

　

場　

所　

城
辺
商
工
会
館
２
階

つ
い
て
、
人
権
擁
護
委
員
（
弁
護
士
資
格

を
有
す
る
者
を
含
む
）
、
法
務
局
職
員
が

お
受
け
し
ま
す
。
何
か
お
困
り
の
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
な
お
、
詳
し
く
は
、
松
山
地
方
法
務

局
（
℡
０
８
９
―

９
３
２
―

０
８
８
８
）
へ

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
28
日
（
月
）
〜
９
月
３
日
（
日
）

　
　
　

月
曜
か
ら
金
曜
日
は
、

　
　
　

８
時
30
分
〜
18
時
30
分

　
　
　

土
・
日
曜
日
は
、
10
時
〜
17
時

　
　
　

た
だ
し
、
８
月
30
日(

水
）
は
、

　
　
　

９
時
〜
21
時

問
い
合
せ
等　

０
５
７
０
―

０
７
０
―

１
１
０

（
全
国
統
一
番
号
）
、
た
だ
し
、
８
月
30
日

(

水
）
は
、
０
１
２
０
―

０
２
５
―

５
５
０

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
な
お
、
携
帯
電
話
か
ら
の
相
談
も
可

能
で
す
。
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会
計
課
か
ら
！

町
指
定
金
融
機
関
の
お
知
ら
せ

愛
南
警
察
署
か
ら
！

安
全
・
安
心
を
肌
で
感
じ
る

町
を
め
ざ
し
て
！

保
健
福
祉
課
か
ら
！

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
の

所
得
状
況
届
に
つ
い
て
！

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
指
定
金
融
機
関

を
指
定
し
て
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

○
指
定
金
融
機
関

　

え
ひ
め
南
農
業
協
同
組
合

○
指
定
代
理
金
融
機
関

　

㈱
伊
予
銀
行
、
㈱
愛
媛
銀
行

○
収
納
代
理
金
融
機
関

　

㈱
高
知
銀
行
、
㈱
四
国
銀
行

　

宇
和
島
信
用
金
庫
、
日
本
郵
政
公
社

　

愛
南
漁
業
協
同
組
合

　

（
平
成
18
年
８
月
１
日
よ
り
）

　

城
辺
社

会
福
祉
会

館
で
、
愛

南

警

察

署
・
消
防

署
、
教
育

委
員
会
や

町
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
、

町
連
合
婦

人
会
等
の

関
係
者
が
出
席
し
て
「
平
成
18
年
度
愛
南
地

区
防
犯
協
会
総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
近
、
複
雑
か
つ
多
様
化
す
る
社
会
情

勢
を
反
映
し
て
、
少
年
を
取
り
巻
く
凶
悪

犯
罪
や
振
り
込
め
詐
欺
等
の
悪
質
商
法
、

窃
盗
事
件
が
続
発
し
て
お
り
、
深
刻
な
社

会
不
安
と
衝
撃
を
感
じ
て
い
る
方
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
を
踏
ま
え
、
同

会
で
は
「
防
ご
う
犯
罪
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
町
民
の
皆
様
に
安
全
、
安
心
を
肌
で

感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
小
・
中
学
校

等
で
の
防
犯
・
薬
物
乱
用
防
止
教
室
の
開

催
、
防
犯
の
日
（
毎
月
５
日
）
に
お
け
る

街
頭
犯
罪
（
窃
盗
・
傷
害
・
恐
喝
な
ど
）

防
止
の
呼
び
か
け
、
防
犯
活
動
の
周
知

等
、
各
種
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
も
、
地
域
の
連
帯
感
や
防
犯
意
識
の

向
上
、
少
年
を
非
行
か
ら
守
る
た
め
の
補

導
活
動
等
を
積
極
的
に
推
進
す
る
な
ど
が

決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
会
で
、
吉
田
琢た

く

し士
さ
ん
（
御

荘
平
城
）
・
上
田
勝か

つ

馬ま

さ
ん
（
城
辺
甲
）
が

愛
媛
県
防
犯
協
会
連
合
会
会
長
表
彰
、
宮

下
一い

ち

郎ろ
う

さ
ん
（
平
碆
）
・
西
平
六ろ

く

郎ろ
う

さ
ん

（
御
荘
平
城
）
・
小
島
敬け

い

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
（
城

辺
乙
）
・
清
水
憲

あ
き
ら

さ
ん
（
正
木
）
・
平
野
三み

つ

男お

さ
ん
（
福
浦
）
が
、
愛
南
地
区
防
犯
協

会
会
長
表
彰
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

7/
   6

手
続
は
必
ず
お
願
い
し
ま
す
！

　

児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者
及
び
特
別

児
童
扶
養

手
当
受
給

資
格
者
の

現
況
届
及

び
所
得
状

況
届
を
８

月
中
に
実

施
い
た
し

ま
す
。

　

受
給
資

格
者
に
は

個
人
通
知

を
し
て
い

ま
す
。

　

現
況
届

を

行

わ

な
い
場
合

は
、
８
月
分
以
降
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
の
で
、
必
ず
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
の
受
付
を
下
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　

ど
の
場
所
で
手
続
き
を
し
て
も
構
い
ま

せ
ん
の
で
、
都
合
の
よ
い
場
所
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

◆
８
月
14
日
（
月
）
〜
18
日
（
金
）　

午
前
９

時
〜
午
後
５
時
ま
で　

城
辺
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー

◆
８
月
21
日
（
月
）　

午
前
９
時
〜
午
後
５

時
ま
で　

内
海
支
所
住
民
福
祉
課

◆
８
月
22
日
（
火
）　

午
前
９
時
〜
午
後
５

時
ま
で　

一
本
松
支
所
住
民
福
祉
課

◆
８
月
23
日
（
水
）　

午
前
９
時
〜
午
後
５

時
ま
で　

西
海
支
所
住
民
福
祉
課

◆
８
月
24
日
（
木
）
〜
25
日
（
金
）　

午
前
９

時
〜
午
後
５
時
ま
で　

御
荘
支
所
住
民
福

祉
課

※
上
記
以
外
の
日
に
受
付
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
必
ず
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
連
絡
先
〉

児
童
福
祉
係

℡
７
２
―

１
２
１
２

〈
特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
に
つ
い
て
〉

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
20
歳
未
満
の

心
身
障
害
児
（
一
定
以
上
の
障
害
を
有

し
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
介
護
を
必
要

と
し
て
い
る
児
童
）
の
父
母
又
は
養
育
者

が
監
護
し
て
い
る
場
合
、
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。

　

た
だ
し
、
該
当
児
童
が
障
害
を
支
給
事

由
と
す
る
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合
、

施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
、
請
求
者
の

前
年
の
所
得
が
所
得
制
限
限
度
額
を
超
え

る
場
合
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
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保健事業のお知らせ（８月）
保
健
福
祉
課
か
ら
！

ス
リ
ム
（
肥
満
改
善
）
教
室

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ
！

保
健
福
祉
課
か
ら
！

こ
ん
に
ち
は
！

子
育
て
推
進
員
で
す
！

　

肥
満
と
は
、
単
に
体
重
が
重
い
こ
と
で

は
な
く
、
か
ら
だ
に
脂
肪
が
蓄
積
し
た
状

態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
肥
満
は
、
糖
尿

病
や
高
血
圧
、
高
脂
血
症
、
心
臓
病
な

ど
の
生
活
習
慣
病
の
温
床
と
な
る
こ
と
か

ら
、
食
事
と
運
動
の
両
面
か
ら
肥
満
の
解

消
に
つ
な
が
る
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
み
ん
な
で
無
理
な

く
、
楽
し
み
な
が
ら
肥
満
の
解
消
を
め
ざ

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期   

間　

９
月
か
ら
平
成
19
年
１
月
ま
で

（
教
室
時
間
13
時
30
分
〜
15
時
30
分　

全

７
回
コ
ー
ス
） 

場   

所　

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

１
65
歳
未
満
の
方
で
健
康
的
に
体
重
を
減

ら
し
た
い
方

２
昨
年
ま
た
は
今
年
の
健
診
を
受
け
ら
れ

た
方
で
、
体
重
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

気
に
な
る
方

３
医
師
等
か
ら
運
動
の
制
限
を
受
け
て
い

な
い
方

人   

数　

10
名
程
度
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
申
し
込
み
順
と
し
ま
す
）

内　

容　

肥
満
改
善
・
生
活
習
慣
に
関
す

る
学
習
、
運
動
実
習

参
加
料　

無 

料

申
込
方
法　

８
月
31
日
（
木
）
ま
で
に
保
健

師  

（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。  

　

私
た
ち
子
育
て
推

進
員
は
、
子
ど
も
た

ち
が
元
気
で
安
心
し

て
生
活
が
で
き
る
よ

う
、
子
育
て
を
支
え

る
地
域
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。
主

な
活
動
内
容
は
、
乳

幼
児
健
診
や
乳
児
栄

養
相
談
な
ど
、
町
の
母
子
保
健
事
業
の
お

手
伝
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
乳
幼
児
健
診

で
は
、
お
子
さ
ん
の
身
体
計
測
を
行
っ
た

り
、
お
母
さ
ん
の
話
を
聞
い
た
り
と
、
身

近
な
相
談
相
手
と
し
て
お
役
に
立
ち
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
町
で
は
、
現
在
22

名
の
子
育
て
推
進
員
が
活
動
し
て
い
ま
す

の
で
気
軽
に
声
を
か
け
て
下
さ
い
。

問
い
合
せ

　

健
康
増
進
係　

℡ 

７
２
―

１
２
１
２

☆☆☆☆☆☆☆各種健（検）診☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場所 受付時間

基本健診・結核
肺がん・胃がん

大腸がん・前立腺がん
肝炎ウイルス検査

8月10日 木 中泊集会所 ８：００～１１：００

基本健診・結核
肺がん・大腸がん

前立腺がん
肝炎ウイルス検査

8月30日 水 御荘老人福祉センター

９：３０～１０：３０

１３：３０～１４：３０

胃がん検診

8月  3日 木 深浦公民館 ７：００～８：３０

8月24日 木
城辺保健福祉センター

７：００～８：３０

8月25日 金 ７：００～８：３０

8月31日 木 一本松保健センター ７：００～８：３０

乳・子宮がん検診
骨粗鬆症検診

8月  8日 火 一本松保健センター １２：３０～１４：００

8月10日 木 緑基幹集落センター １３：００～１４：３０

8月11日 金 僧都ふれあい交流館 １３：００～１４：３０

8月28日 月 久良ふるさとセンター １３：００～１４：３０

9月  4日 月

城辺保健福祉センター

１３：００～１４：３０

9月  5日 火 １３：００～１４：３０

9月  6日 水 １３：００～１４：３０

☆☆☆☆☆☆☆乳幼児健康診査☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場所 対象年齢

１歳６か月児健診 8月22日 火
城辺保健福祉センター

H16年11月1日～H16年12月31日生

３歳児健診 8月29日 火 H15年5月1日～6月30日生

☆☆☆☆☆☆☆育児相談☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場所 受付時間

みるくひろば 8月  4日 金 一本松保健センター ９：３０～１１：３０

みなみっ子 8月28日 月 御荘夢創造館 ９：３０～１１：３０

☆☆☆☆☆☆☆その他☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場所 受付時間

両親学級「かるがも教室」 8月20日 日 城辺保健福祉センター
１０：００～１１：３０

事前申込み

育児学級「わんぱくクラブ」 8月23日 水 城辺保健福祉センター １０：００～１１：３０

栄養相談 8月  8日 火 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０

事前申込み

保健事業に関する問い合せ　保健福祉課　℡７２－１２１２
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税
務
課
等
か
ら
！

８
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

8・9月行事予定表

一　般　内　科

第２日曜日 13日 菅外科胃腸科医院 御荘平城 ☎72-2225

第３日曜日 20日 中浦診療所 中浦 ☎75-0503

第４日曜日 27日 竹本医院 城辺乙 ☎72-3271

9月の当直医  

第１日曜日   3日 内海診療所 柏 ☎85-0341

備考１．診療時間は午前９時から午後４時迄。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

8月の当直医

救　急　担　当

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城辺甲 ☎72-1231

町

県

民

税

2期分/4期分

国

民

健

康

保

険

税

2期分/10期分

介

護

保

険

料

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督

促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。

町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る

べ
き
税
額
の
他
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐

車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
を
月
末

に
振
替
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日

が
休
日
の
場
合
は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の

振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌

月
の
10
日
で
す
。

  今月の犬・猫の引取日は以下のとおりです

 　２日・９日・１６日・３０日
水曜日の
　AM8：30～10：00
９月の引取日は、
 　６日・１３日・２０日
水曜日の
　　AM8：30～10：00
　上記の時間内に、認め印を持って

役場本庁または各支所まで連れてき

てください。詳しくは、環境衛生課

（℡72－7316）または各支所地域振

興課まで問い合せください。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
深
浦
鼻
前
、
久
良
・
深
浦

各
公
民
館
、
日
土
・
古
月
・
脇
本
各
集
会
所

8/28
9/28

僧
都
高
正
織
布
跡
・
緑
公
民
館
、
三
島
団

地
、
愛
南
町
役
場
、
山
出
・
太
場
・
豊
田

各
集
会
所

8/25
9/26

城
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、

松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦
盛
各
集
会
所

8/23
9/22

西　海

中
泊
有
料
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
保
健
セ
ン

タ
ー
、
外
泊
・
内
泊
・
船
越
・
小
浦
・
弓
立
・
越

田
各
集
会
所

8/21
9/20

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、

福
浦
駐
在
所
手
前
、
樽
見
小
学
校
跡
、
大
成

川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久
家
各
集
会
所

8/17
9/15

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
旧
郵
便
局
、
広
見
・
中

川
各
コ
ミ
セ
ン
・
満
倉
・
上
満
倉
・
小
山

本
村
・
正
木
各
集
会
所

8/11
9/13

内　海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀

井
作
業
場
、
船
越
運
河
、
油
袋
漁
民
セ
ン

タ
ー
、
旧
川
村
光
夫
作
業
場
、
ゆ
ら
り
内
海

裏
、
平
碆
・
柏
崎
・
梶
屋
敷
各
集
会
所

8/9
9/11

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
住
宅
駐
車
場
、
和

口
第
２
・
節
崎
・
馬
瀬
・
深
泥
・
寺
新
町

各
集
会
所

8/7
9/7

菊
川
公
民
館
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平

山
・
長
洲
・
長
崎
・
貝
塚
・
八
幡
野
各
集
会
所

8/3
9/5

漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
、
赤

水
・
長
月
各
公
民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・
尻
貝
・

高
畑
各
集
会
所

8/1
9/1

8、9月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!

日 曜 時　間 行事名 場　所

5 土
１４：００～１６：００ 子供映画会 御荘夢創造館

１８：００～
城辺夏まつり＆
海中公園まつり

城辺商店街周辺

6 日

　８：３０～
第23回四国西南地区

少年剣道大会
一本松交流
促進センター

　９：３０～１７：００ なつかしの名作映画鑑賞会 御荘文化センター

１５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

１９：３０～
城辺夏まつり＆
海中公園まつり

船越

9 水

　９：３０～ 愛南町議会臨時会第４回 議場

１３：３０～２０：００
行政相談

（御荘・城辺地域）
御荘文化センター
城の辺学習館

１９：００～２１：００
人権学習講座

（指導者養成講座）②
御荘文化センター

10 木 １８：００～ あいなん爆笑寄席 御荘文化センター

13 日

１３：００～１５：００ 行政相談（西海地域） 西海町民会館

１４：００～１６：００ 幼児映画会 御荘夢創造館

１５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

１８：００～２２：００ Jazz in 南レク２００６ 大森山キャンプ場

14 月 　９：３０～１５：３０ 愛南ウォッチング 正木公民館

16 水

１３：００～１５：００ 行政相談（一本松地域）山村開発センター

開場　１２：００～
開始　１４：００～

四国アイランドリーグ
愛媛マンダリンパイレーツ

VS
高知ファイティングドッグス

南レク城辺球場

17 木 １８：００～２１：００ 南楽荘盆踊り大会 南楽荘

19 土

１０：００～
第２回愛南町スポーツ
少年大会相撲競技

御荘Ｂ＆Ｇ海洋
センター相撲場

１０：００～１１：００ 子育て座談会 満倉保育所

１４：３０～１５：３０ 絵本の読み聞かせ 御荘夢創造館

日 曜 時　間 行事名 場　所

20 日 １５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

21 月 １７：００～ 御荘夏祭り 平城商店街

23 水 １９：００～２１：００
人権学習講座

（指導者養成講座）③
御荘文化センター

26 土 　９：３０～１５：３０ 愛南ウォッチング 東海公民館内

27 日

　８：３０～ 軟式野球四国王座予選 南レク城辺球場

１４：００～１５：００
作って遊ぼう

（幼児親子対象）
御荘夢創造館

１５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

９月

2 土 １４：００～１６：００ 子供映画会 御荘夢創造館

3 日

　９：００～ どろんこサッカー大会 篠山小体育館横の田

　９：３０～ 地震津波避難訓練 福浦湾周辺

１２：００～ 緑八朔相撲大会 緑公民館前土俵

１５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

4 月 １９：００～２２：００
城辺地区スローピッチ
ソフトボール大会（～７日）

城辺小学校
グラウンド

6 水
１２：３０～１４：３０

本物舞台芸術体験事業
（オーケストラ公演）

対象：中学1・2生
御荘文化センター

１３：００～１５：００ 行政相談（内海地域） DE・あ・い・２１

　子育てサークル　「こあら」御荘保育所 
　毎週月・水・金曜日　８：３０～１１：３０
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きれいな川を取り戻そう!

　御荘文化センターで、微生物を使った河川浄化や地球環境問

題について考えようと「えひめAI」(環境浄化微生物)を開発さ

れた(財)えひめ産業振興財団産業情報センター所長の曽我

部義
よ し

明
あ き

さんを招き「あいフォーラムin愛南ーAIが地球を救

うー」(あいフォーラムin愛南実行委員会主催、委員長 

川東祐
ゆ う

亮
す け

さん)が開催されました。

約150名が参加したフォーラムでは、旧芝川流域の

住民が使用した「えひめAI」が、ヘドロが堆積した川か

ら、メダカが住める川へと変貌を遂げていく様子を紹介

した素敵な宇宙船地球号「大都会どぶ川の奇跡」(3/12、テレビ

朝日放送)、地球環境の大切さ等を、得意な漫画で表現した「地

球の秘密」(出版文化社)の2事例をビデオ上映した後、わずか12

歳で逝った坪田愛
あ い

華
か

さんの話が紹介されました。

　講演後は、実際に「えひめAI」の作り方を学んだ後、それぞれが

持参したペットボトルに原液を入れ「明日から、試してみます」と持

ち帰っていました。今後は、このような機会を通じ、身近な環境を

大切に守り伝えるため、一人ひとりが行動してほしいと思います。

6/30

　城辺保健福
祉センターで、
南宇和地区保
護司会、更生
保 護 女 性 会、
愛南警察等の
関係者が参加
して「第 56 回
社会を明るくす
る運動」実施
委員会が開催
され、複雑・多

様化する少年犯罪や非行の防止、犯罪を犯した人たちの更正
など、地域で暖かく支え合う、やさしさのある町を築くため、
海上保安部の巡視艇による海上広報パレード等、さまざまな
啓発活動等の事業計画が承認されました。
　今後、この運動の趣旨が、より多くの町民の方々に広がり、
犯罪のない安全で安心して暮らせる町になることを願ってい
ます。

社会を明るく、人にやさしく6/15

【えひめAI を作ってみよう】
○原料 (500ml を作る場合 )
・納豆 ( 粘液でも可 )  1 粒
・ヨーグルトか、飲むヨーグルト  25g
・ドライイースト  2g
・三温糖か、上白糖  25g
・水  約 400ml
○作り方  
1 納豆、ヨーグルト、ドライイースト、砂糖をミ
キサーかペットボトルに入れます。
2水道水を少量加えて、2～ 3分間ミキシングし
ます。
3ミキシングしたものをペットボトルに移し、
残りの水道水を加えます。
4 35°Cで 1週間培養します。( ペットボトルの
蓋をゆるめにします )
5 培養液が、酸っぱくなっていれば完成です。

○こんな使い方で、効果がでます
・夜寝る前に、トイレや台所に、キャップ 1・2杯を
振りかけておくか、スプレーして翌朝までおいて
おくと、ヌメリが取れて配管の汚れも徐々に分解
され、悪臭も消えます。

・入浴時に、浴槽に 20 ～ 50cc ほど入れて入浴す
ると、湯垢がよく取れ、配管の汚れもよく落ち、臭
いもなくなります。

・洗濯機に 20 ～ 50cc ほどを入れて洗うと、汗くさ
い汚れがよく取れます。

・生ゴミなど、悪臭のするものにスプレーすると、
短時間で臭いがなくなり、分解時間が早くなりま
す。

・トイレの便器にスプレーしたり、流すと臭いや尿
石が取れ、悪臭が消えます。
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交通ルールとマナーを学ぼう!
　県総合運動公園体育館で「自転車の正

しい乗り方」を通じて、「交通ルールとマ

ナー」の大切さを体得してもらおうと「交

通安全三世代自転車愛媛県大会」が開催

され、子ども・母親・高齢者の3部門で、交

通規則等の学科テスト、実技テストに、県

内各地から計37チーム、本町からは、計10

名が参加し、子ども部門で城辺小学校(菊

池史
し

織
お り

ラニヤさん・松比良健
け ん

人
と

さん・鱒雄
ゆ う

一
い ち

さん、以上6年生・下田玲
れ い

華
か

さん、5年生)

が3位、母親部門で濵亜
あ

紀
き

さんが5位に、そ

れぞれ見事、入賞を果たされました。

7/2

あっ、電気がついた、音が鳴ったよ
　西浦小学校で、四国電力・四

国電気保安協会による「エネル

ギー教室」が開催され、炭や自

転車を使った発電方法など、日

常生活に欠かすことのできない

電気エネルギーについて学習す

る機会となり、自転車を使った発電では、必死にペダルを回

しながら、電気をつけたり、ラジカセを鳴らしたりと、笑顔いっ

ぱいの実験となりました。

7/13

　 御荘文化センターで、ドラマ「ヤ
ンキー母校に帰る」のモデルに
なった、ヤンキー先生こと義家弘

ひ ろ

介
ゆ き

さんを講師に招き「ヤンキー、
新たなる挑戦」と題した生涯学習
講演会が開催され、約 400 名が
参加しました。
　講演会では、最近、多発してい
る青少年の放火殺人や小学生が
巻き込まれる事件を嘆き、学校や
家庭で子どもを育てるには、「心
の声を聞く、感謝の気持ちを伝える、子どもの事を学ぶこと、
そして、厳しさとやさしさのバランスが大切」と話され、保
護者らは熱心に耳を傾け、これからの子育て、教育の参考に
なったようでした。

「ヤンキー先生」
　愛南に来る！

　 日本舞踊紫派藤間若紫乃
の会 ( 前田アイ子会長 ) が、
福祉チャリティと銘打って開
催した「ゆかた会」の収益金、
67,714円を町福祉協議会に寄
付されました。ありがとうご
ざいました。

7/1

ご寄付ありがとうございました7/11

「見て、触れて、楽しんだよ!」
　赤水公民館では、実行
委員会に協力して今年も
「子どもたちに夢を、地
域に感動を!」をキャッチ
フレーズに、ワールドパー
ティーランドを実施しまし
た。タイやネパール出身
の留学生と一緒に、けん玉やこま回しなどの遊びを通じて、
次代を担う子どもたちにより広い世界に興味を持ってもらっ
たり、柔軟な考え方のできる人格を養うことなどをめざした
もので、今年で12回目を迎えました。実行委員会を始め、
赤水小学校区の各関係機関の方々とともに、はつらつとした
笑顔で外国の人たちと接する子どもたちの姿に感動を覚え
ながら、今後も楽しいパーティーとして続けていけるよう努
力を重ねてほしいと思います。

7/1～2
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元
気
い
っ
ぱ
い
愛
ら
ん
ど

　

久
良
公
民
館
で
、
夏
本
番
を
前
に
水
難
事
故
等
に
備
え
「
救
急
基
礎
講
習

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
消
防
団
員
や
体
協
関
係
者
19
名
が
参
加
し
、
熱
心

に
A
E
D（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）の
操
作
方
法
を
体
験
し
ま
し
た
。

白
球
に
、
思
い
を
込
め
て
!

救
急
基
礎
講
習
会
の
開
催

　

南
レ
ク
御
荘
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
加
盟
す
る
計
12
チ
ー
ム
が
参
加
し

「
第
1
回
町
小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
低
・
高
学
年
の

2
部
制
に
分
か
れ
「
投
げ
、
打
ち
、
走
る
」
と
い
う
プ
レ
ー
に
、
指
導
者
や
保
護
者
が
熱
い
声
援

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。】

○
低
学
年
の
部 

1
位 

緑
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
2
位 

平
城
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

○
高
学
年
の
部 

1
位 

柏
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
2
位 

福
浦
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

低学年の部 1位 緑スポーツ少年団

6/
　18 6/

　15　

久
良
公
民
館
で
「
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
教
室
」
を
開
催
し
、
南
宇
和
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
沖
野
智と

も

子こ

先
生
を
講
師
に
迎
え
、
日
頃
使
わ
な
い
筋
肉
を
ほ
ぐ

し
な
が
ら
、
参
加
し
た
54
名
の
方
々
は
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
教
室
は
、
定
期
的
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

久
良
い
き
い
き
健
康
教
室
で
、
元
気
は
つ
ら
つ
と

6/
　20 　

御
荘
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
、
東
海
小
学
校
全
児
童
（
58
名
）
が
参
加
し
て
、
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

2
0
0
m
背
泳
ぎ
（
4
位
入
賞
）
日
本
代
表
の
水
泳
選
手
、
萩
原
智と

も

子こ

さ
ん
に
よ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
選
手
ふ
れ
あ
い
指
導

水
泳
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
プ
ー
ル
に
入
ら
ず
に
、
4
種
競
技
（
平
泳
ぎ
・
背
泳
ぎ
・
ク
ロ
ー
ル
・
バ
タ
フ
ラ
イ
）
の
体
の
動
き
を
取

り
入
れ
た
柔
軟
体
操
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
泳
法
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
「
速
く
泳
ぐ
た
め
に
は
正
し
い

フ
ォ
ー
ム
が
重
要
」
と
、
話
さ
れ
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
、
水
の
中
と
は
違
っ
て
、
ス
ム
ー
ズ
な
動
き
が
で
き
に
く
い
よ
う
で
し
た
が
、
プ
ー

ル
の
中
で
は
、
と
て
も
楽
し
そ
う
に
泳
い
で
い
ま
し
た
。

　

指
導
の
中
で
、
萩
原
さ
ん
は
「
一
流
選
手
は
、
自
分
に
対
し
て
は
厳
し
く
、
人
に
対
し
て
は
や
さ
し
い
。
強
さ
と
や
さ
し
さ
が
な
い
と
、

勝
負
の
世
界
で
は
通
用
し
な
い
」
と
、
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
北
島
浩
介
選
手
を
例
に
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
緊
張
し
た
子
供
た
ち
を
見
て
、「
笑

顔
は
伝
染
病
。
笑
顔
で
接
す
る
と
、
必
ず
笑
顔
が
返
っ
て
く
る
。
今
日
か
ら
、
み
ん
な
の
素
敵
な
笑
顔
を
、
愛
南
町
全
域
に
広
げ
て
く
だ
さ
い
」

と
話
さ
れ
、
周
り
と
比
較
せ
ず
に
、
自
己
の
能
力
に
対
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
日
か
ら
、
み
ん
な
笑
顔
の
親
善
大
使

6/
　17

高学年の部 1位 柏スポーツ少年団
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笑
顔
で
交
流
、
ク
ロ
ッ
ケ
ー
交
流
大
会

6/
　21　

南
レ
ク
御
荘
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
「
第
11
回
き
な
は
い
や
杯
ク
ロ
ッ
ケ
ー
交
流
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、33
チ
ー
ム
、

約
1
0
0
名
が
参
加
し
、
大
好
き
な
ク
ロ
ッ
ケ
ー
を
通
じ
て
笑
顔
こ
ぼ
れ
る
交
流
を
楽
し
ま
れ
た
よ
う
で
す
。

【
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。】

1
位 

中
川
C
（
一
本
松
）、
2
位 

小
松
A
（
鬼
北
町
）、
3
位 

樽
見
（
西
海
）、
中
川
B
（
一
本
松
）

心
正
し
て
、
剣
技
を
競
う
!

6/
　25　

城
辺
小
学
校
体
育
館
で
、
剣
道
を
通
じ
て
心
身
の
鍛
錬
を
図
ろ
う
と
、
八
幡
浜
市
や
高
知
県
四
万
十
市
か
ら

計
48
チ
ー
ム
、
約
3
0
0
名
が
参
加
し
て
「
第
14
回
城
辺
剣
道
錬
成
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
、
本
町
選
手
の
み
掲
載
】

（
個
人
戦
）

○
1
・
2
年
生
男
女
の
部 

2
位 

吉
田
雄ゆ

う

一い

ち

（
平
城
）
3
位 

二
神 

啓け

い

（
一
本
松
）

○
3
年
生
男
子
の
部 

1
位 

二
神
大ひ

ろ

也や

（
一
本
松
）
2
位 

川
村　

一
郎
（
深
浦
）
3
位  

岡
本
雄ゆ

う

飛ひ

（
深
浦
）、
岩
村
隆

り
ゅ
う

成
せ

い

（
一
本
松
）

○
4
年
生
男
子
の
部 

1
位 

二
神 

健け

ん

（
一
本
松
）
3
位 

羽
田
大ひ

ろ

徳の

り

（
一
本
松
）

○
3
・
4
年
生
の
部 

1
位 

久
徳
真ま

子こ

（
城
辺
）
2
位 

松
田
華か

苗な

え

（
城
辺
）
3
位 

中
井
亜あ

紀き

（
一
本
松
）
3
位 

立
花
百も

も

香か

（
深
浦
）

○
5
年
生
男
子
の
部 

2
位 

濵
田
将ま

さ

志し

（
深
浦
）
3
位 
中
野
友ゆ

う

貴き

（
一
本
松
）

○
5
・
6
年
生
女
子
の
部 

1
位 

島
津
亜あ

理り

紗さ

（
一
本
松
）
3
位 

澤
近
美み

咲さ

き

（
城
辺
）
3
位 

池
田 

空そ

ら

（
城
辺
）

○
6
年
生
男
子
の
部 

1
位 

二
宮
圭け

い

介す

け

（
平
城
）、
2
位 
岩
村
泰た

い

成せ

い

（
一
本
松
）
3
位 

山
田
祥

し
ょ
う

平
へ

い

（
一
本
松
）、
二
神
龍

り
ゅ
う

太た

（
一
本
松
）

（
団
体
戦
）

○
低
学
年
の
部 

1
位 

一
本
松
剣
道
会
A
、
2
位 

深
浦
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
A　

3
位 

久
良
少
年
剣
道
会

○
高
学
年
の
部 

1
位 

一
本
松
剣
道
会
A

（
南
宇
和
剣
道
会
長
賞
）
一
本
松
剣
道
会 

岩
村
泰
成

自
己
新
を
め
ざ
し
て
!

7/
　8　

御
荘
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
、
宇
和
島
市
や
四
万
十
市
か
ら
21
種
目
に
16
チ
ー
ム
、
約
2
7
0
名
の
小
・
中
学
生
が
参
加
し
て

「
第
5
回
B
&
G
会
長
賞
四
国
西
南
地
区
水
泳
競
技
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
選
手
ら
は
保
護
者
や
観
客
の
声
援
を
受
け
、
日
々
の
練
習
の

成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
1
位
で
、
大
会
新
の
町
内
選
手
の
み
掲
載
】

1
0
0
m
自
由
形
中
学
生
男
子 

1
分
00
秒
51 

若
松
健け

ん

（
御
荘
中
3
）

2
0
0
m
自
由
形
中
学
生
女
子 

2
分
27
秒
51 

中
平
朗あ

き

代よ

（
御
荘
中
3
）

2
0
0
m
自
由
形
中
学
生
男
子 

2
分
10
秒
98 

若
松
健け

ん

（
御
荘
中
3
）

1
0
0
m
背
泳
ぎ
中
学
生
女
子 

1
分
15
秒
34 

岩
﨑
雅

み
や
び

（
御
荘
中
2
）

2
0
0
m
背
泳
ぎ
中
学
生
女
子 

2
分
39
秒
91 

岩
﨑
雅

み
や
び

（
御
荘
中
2
）

2
5
m
平
泳
ぎ
5
・
6
年
生
男
子 

18
秒
57 

加
洲
陽よ

う

太た

（
平
城
小
6
）

2
5
m
自
由
形
3
・
4
年
生
女
子 
15
秒
90 

浅
海
早さ

希き

（
中
浦
小
4
）

2
5
m
平
泳
ぎ
3
・
4
年
生
女
子 
22
秒
40 

浅
海
早さ

希き

（
中
浦
小
4
）

5
0
m
自
由
形
3
・
4
年
生
女
子 

34
秒
78 

浅
海
早さ

希き

（
中
浦
小
4
）

じ
ょ
う
い
ち  

ろ
う

1 位の中川 Cチームの皆さん

選手宣誓をする武久史
ふみ

佳
か

さん
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愛
な
ん
ニ
コ
ニ
コ
、キ
ラ
キ
ラ
★
星

.

シ
イ
ラ
の
ピ
リ
辛
炒
め
！

（
材
料
―

４
人
分
―

）

・
シ
イ
ラ
角
切
り
…
…
…
…
…
２
０
０
ｇ

・
こ
い
く
ち
し
ょ
う
ゆ
…
…
小
さ
じ
½  
弱

・
し
ょ
う
が
汁
…
…
…
…
…
…
…
…
少
々

・
片
栗
粉
…
…
…
…
…
…
20
ｇ
（
大
さ
じ
２
）

・
揚
油
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
適
宜

・
青
ピ
ー
マ
ン
角
切
り
…
…
…
…
…
20
ｇ

・
赤
ピ
ー
マ
ン
角
切
り
…
…
…
…
…
20
ｇ

・
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン（
カ
ー
ネ
ル
、
冷
凍

）
…
20
ｇ

・
車
糖
（
上
白
糖
）
…
…
５
ｇ（
小
さ
じ
２
弱
）

・
穀
物
酢
…
…
…
…
…
６
ｇ（
小
さ
じ
１
強
）

・
に
ん
に
く
（
み
じ
ん
切
り
）
…
…
…
少
々

・
ト
ウ
バ
ン
ジ
ャ
ン
…
…
…
…
…
…
少
々

・
サ
ラ
ダ
油
…
…
…
…
…
…
…
大
さ
じ
½  

（
作
り
方
）

①
シ
イ
ラ
は
、

こ
い
く
ち
し
ょ

う
ゆ
と
し
ょ
う

が
汁
で
下
味
を

つ
け
、
片
栗
粉

を
ま
ぶ
し
油
で

揚
げ
る
。

②
ピ
ー
マ
ン
は

角
切
り
、
に
ん

に
く
は
み
じ
ん

切
り
に
す
る
。

③
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
を
熱
し
、
に

ん
に
く
、
ト
ウ
バ
ン
ジ
ャ
ン
を
入
れ
炒
め
る
。

④
③
に
ピ
ー
マ
ン
、
コ
ー
ン
を
入
れ
炒

め
、
調
味
料
を
加
え
る
。

⑤
ひ
と
煮
立
ち
し
た
ら
、
①
の
揚
げ
た
シ

イ
ラ
を
入
れ
、
炒
め
合
わ
せ
る
。

久良保育所園児

東海保育所園児

城辺保育所園児

緑保育所園児

一本松小学校
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生
活
サ
ポ
ー
ト
情
報

Ｊ
ａ
ｚ
ｚ
ｉ
ｎ

南
レ
ク２

０
０
６

日　

時　

８
月
13
日
（
日
）

開
演
18
時
〜
終
演
22
時
（
予
定
）

場　

所　

南
レ
ク
城
辺
公
園
大
森
山
キ
ャ
ン
プ
場

（
雨
天
の
場
合
は
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
）

入
場
料　

前
売
券

４
，５
０
０
円

当
日
券

５
，０
０
０
円

問
い
合
せ　

Ｊ
ａ
ｚ
ｚ

ｉ
ｎ

南
レ
ク
実
行
委
員
会

　

愛
南
町
商
工
会
城
辺
支
所
内
（
℡
７
２
―

０
９
６
３
）

へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

日　

時　

９
月
３
日
（
日
）
８
時
30
分
〜
（
雨
天
決
行
）

場　

所　

篠
山
小
学
校
体
育
館
横
の
田

準　

備　

着
替
え
持
参
（
更
衣
室
あ
り
）

泥
田
な
の
で
田
植
え
靴
等
が
必
要
（
は
だ
し
禁
止
）

参
加
料　

５
，０
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

内　

容　

ど
ろ
ん
こ
サ
ッ
カ
ー
大
会
、
ど
ろ
ん
こ
フ
ラ
ッ
グ

ス
、
う
な
ぎ
つ
か
み
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
せ　

詳
し
く
は
、
正
木
公
民
館
（
℡
８
４
―

３
５
１
８
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

警
察
官
・
警
察
職
員

募
集
の
お
知
ら
せ
！

８
月
は
「
電
気
使
用

安
全
月
間
」
で
す
！

　

夏
季
は
、
皮
膚
の
露
出
部
分
が
多
く
な

り
、
発
汗
に
よ
り
皮
膚
が
ぬ
れ
て
電
気
が

通
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
疲
労

か
ら
注
意
力
が
散
漫
に
な
り
が
ち
で
、
感

電
な
ど
の
電
気
事
故
は
、
夏
季
（
７
〜
９

月
）
に
集
中
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
８
月
を
「
電
気
使
用
安
全
月

間
」
と
定
め
、
経
済
産
業
省
主
唱
の
も
と
、

電
気
使
用
安
全
の
周
知
・
啓
発
の
た
め
街

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
電
気
安
全
講
習
会
の
開

催
、
電
気
設
備
の
点
検
や
不
良
設
備
の
改

修
促
進
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
せ　

財
団
法
人　

四
国
電
気
保
安

協
会　

愛
媛
支
部

城
辺
事
業
所
（
℡
７
３

―

１
２
５
６
）

「
第
16
回
県
境
篠
山
騒
動
ど
ろ
ん
こ
サ
ッ
カ
ー
大
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ
！

御
荘
夏
ま
つ
り
！

日　

時　

８
月
21
日
（
月
）
17
時
〜

場　

所　

御
荘
平
城
商
店
街
他

☆
プ
ロ
グ
ラ
ム
☆

①
平
城
小
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド
…
17
時
〜

②
踊
り
パ
レ
ー
ド
…
…
…
…
…
…
…
…
…
17
時
15
分
〜

③
河
川
敷
催
物
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
18
時
〜

主
な
催
物　

チ
ビ
ッ
コ
日
焼
け
コ
ン
テ
ス
ト
（
小
学

生
以
下
）
・
浴
衣
美
人
コ
ン
テ
ス
ト
・
コ
ー
ラ
早
飲

み
大
会

参
加
者
募
集
中
で
す
。

④
樽
み
こ
し
パ
レ
ー
ド
…
…
…
…
…
…
…
18
時
〜

⑤
カ
ラ
オ
ケ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
…
…
…
…
19
時
〜

⑥
花
火
大
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
20
時
40
分
〜

⑦
益
田
さ
か
え
歌
謡
シ
ョ
ー
…
…
…
…
…
21
時
〜

詳
し
く
は
、
愛
南
町
商
工
会
本
所
内
（
℡
７
３
―

０
７
０
０
）
へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

次のとおり、警察官・警察職員を募集します。
区　分 受験資格 受付期間 1次試験（場所）

警察官
（男性）

（高卒程度）

昭和51年4月2日
～平成元年4月1日
の間に生まれた方
（大学卒業者又は
大学卒業見込者を
除く。）

8月23日（水）～
9月11日（月）　

10月15日（日）
松山工業高校
新居浜西高校
宇和島東高校

警察官
（女性）

（高卒程度）

警察事務
（初級）

昭和60年4月2日
～平成元年4月1日
の間に生まれた方
（大学卒業者又は
大学卒業見込者を
除く。）

8月16日（水）～
9月  4日（月）　

9月24日（日）
松山南高校
西条高校

宇和島東高校

詳しくは、愛南警察署（℡７２－０１１０）へ問い合せ
ください。
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愛
南
文
芸

心配ごと相談室
　次の日程の午後２時～４時に、無料で民生児童委員２名が日常生活
でかかえる心配ごとの相談をお受けします。
　８月12日　御荘老人福祉センター　８月16日　DE・あ・い・21
　８月23日　御荘老人福祉センター（ 一本松山村開発センター）　   西海支所

福祉法律相談室
　次の日に、無料で弁護士と民生児童委員１名が相談をお受けします。
　８月８日　御荘老人福祉センター
　詳しくは、社会福祉協議会本所（℡70－1251）へ問い合せください。

◆
さ
わ
ら
び
短
歌
会
（
６
月
歌
会
）

老
い
る
ほ
ど
に
意
固
地
の
つ
の
る
性
か
な
し
奉
仕
と
感
謝
の
心
を
知
ら
ず　

澤
近　

正
弘

葬
り
終
へ
し
あ
の
日
の
娘
へ
の
哀
し
み
を
負
ひ
て
九
年
墓
へ
の
径　

清
水　
　

香

大
雨
の
降
り
し
翌
朝
陽
の
さ
し
て
洗
い
物
干
す
ひ
と
と
き
が
好
き　

扇
野
八
代
生

こ
の
峡
の
棚
田
の
す
み
ず
み
菖
蒲
咲
き
田
を
作
る
人
の
心
根
を
思
ふ　

吉
田　

信
保

朝
市
に
卵
を
買
へ
ば
店
員
の
わ
が
手
に
添
へ
て
釣
銭
く
る
る　

前
田　

知
子

斎
場
に
読
み
上
げ
ら
れ
し
故
人
へ
の
孫
の
作
文
胸
に
こ
み
上
ぐ　

山
本　

豊
子

老
い
し
夫
に
楽
を
さ
せ
む
と
知
ら
ぬ
間
に
畦
草
刈
り
く
れ
し
若
き
人
あ
り　
　

国
光　

良
子

お
互
い
に
今
日
の
日
付
け
を
確
認
し
朝
の
薬
を
数
え
つ
つ
飲
む　

河
上　

明
美

グ
ミ
の
実
の
色
付
く
日
々
を
い
づ
こ
よ
り
小
鳥
ら
の
来
て
啄
ば
み
て
ゆ
く　
　

國
松　

幸
枝

初
採
り
の
胡
瓜
を
刻
み
夕
仕
度
厨
に
旬
の
香
り
を
た
の
し
む　

中
平
喜
美
代

誌
上
に
て
名
を
知
る
の
み
の
遠
き
地
の
歌
人
よ
り
「
無
限
」
と
ふ
歌
集
届
き
ぬ　

前
田　
　

充

◆
篠
南
川
柳
会

青
い
空
入
道
雲
が
威
張
っ
て
る　

岡
野
靜
子

見
え
切
っ
て
出
し
は
し
た
け
ど
空
財
布　

影
山
マ
ッ
チ
坊

橋
一
つ
渡
れ
ば
先
は
土
佐
の
国　

野
中
ミ
ツ
ル

世
話
好
き
が
良
い
娘
が
居
る
と
橋
渡
し　

田
中
す
み
子

土
佐
と
伊
予
中
を
取
り
持
つ
橋
六
つ　
　

板
川　

良
子

丸
木
橋
渡
れ
ず
泣
い
た
幼
い
日　

岡
原　

善
子

名
調
子
琴
に
踊
り
に
三
味
線
に　

杉
原　

安
春

佐
渡
情
話
昔
懐
か
し
名
調
子　

木
下　
　

亨

調
子
良
く
引
き
受
け
調
子
良
く
忘
れ　
　

木
本　

清
子

調
子
づ
く
頃
に
カ
ー
ン
と
鐘
一
つ　
　
　

國
松　

幸
枝

◆
内
海
俳
句
会

蝉せ
み

時し

ぐ

れ雨
喧や

か
まし

台た
い

風ふ
う

西
向
か
す

半
分
は
雌め

す

も
混
じ
り
て
蝉せ

み

時し

ぐ

れ雨　

好
岡　

惣
一

独ひ
と

り
居い

の
気き

安や
す

さ
も
あ
り
冷

ひ
や
や
っ
こ

奴

オ
ル
ゴ
ー
ル
せ
わ
し
く
廻ま

わ

り
梅つ

雨ゆ

晴は
れ

間ま　

堀
田　

辰
枝

喜き

雨う

の
き
て
踊お

ど

る
て
る
て
る
坊ぼ

う

ず主
か
な

走
っ
て
も
み
た
し
子こ

亀が
め

の
白は

く

昼
ち
ゅ
う

夢む　

太
田　

信
子

悔か
い

恨こ
ん

の
数か

ず

程ほ
ど

蛍
明め

い

滅め
つ

す

海く

ら

げ月
浮う

く
漂

ひ
ょ
う
は
く白

流る

転て
ん

の
傘か

さ

拡ひ
ろ

げ　

岩
森
十
志
子

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

【
募
集
職
種
・
試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
員
等
】

募
集
職
種

試
験
区
分

採
用
予
定
人
員

職　

務　

内　

容

理
学
療
法
士

中
級

１
名

施
設
利
用
者
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
業
務
に
従
事

【
試
験
内
容
・
日
程
】

試
験

日　

時

内　

容

場　

所

１
次

10
月
15
日(

日)

午
前
10
時
か
ら

①
教
養
試
験
②
作
文
試
験

宇
和
島
市
役
所

２
次

11
月
中
旬
※
１
次
合
格
者
の
み

①
面
接
試
験

宇
和
島
市
役
所

【
受
付
期
間
】
８
月
17
日
（
木
）
〜
９
月
６
日
（
水
）
の
執
務
時
間
中
（
土
・
日
閉
庁
）

※
郵
送
の
場
合
は
締
切
日
必
着

【
応
募
に
必
要
な
書
類
】
①
志
願
表　

②
健
康
診
断
書　

③
理
学
療
法
士
免
許
の
写
し

※
志
願
表
は
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
管
理
課
人
事
係
で
交
付
。

下
記
ア
ド
レ
ス
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 http://w

w
w
.nanpu.or.jp/

【
問
い
合
せ
等
】
受
験
資
格
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

〒
７
９
８
―

８
６
０
１　

宇
和
島
市
曙
町
１
番
地　

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
機
組
合
管
理

課
人
事
係

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

８
６
６
４
（
直
通
）
０
８
９
５
―

２
４
―

１
１
１
１
（
内
線
３
９
６
）

「
知
っ
て
得
す
る
金
融
講
座
」
開
催
の
お
知
ら
せ

　

身
近
な
く
ら
し
に
関
わ
る
お
金
の
問
題
や
制
度
に
つ
い
て
、
正
し
い
情
報
、
知
識
を

習
得
し
、
金
融
問
題
に
対
す
る
関
心
を
高
め
て
、
自
ら
選
択
、
判
断
で
き
る
消
費
者
に

な
り
ま
し
ょ
う
。

日　

時　

８
月
30
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
10
分　

場　

所　

久
良
公
民
館

内　

容　

講
演

【
テ
ー
マ
】
消
費
者
と
し
て
の
基
礎
知
識
〜
悪
徳
商
法
に
あ
わ
な
い
た
め
に
〜

　

【
講　

師
】
金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

山
口　

章
子
氏

対　

象　

一
般
消
費
者　

35
人　

受
講
料　

無
料

申
込
方
法　

電
話
、
℻
又
は
ハ
ガ
キ
で
宇
和
島
地
方
局
県
民
生
活
課
へ

問
い
合
せ　

〒
７
９
８
―

８
５
１
１　

宇
和
島
市
天
神
町
７
番
１
号

宇
和
島
地
方
局
県
民
生
活
課　

生
活
者
係

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１
（
内
線
２
１
４
）
℻
０
８
９
５
―

２
５
―

３
７
２
４
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地区名 子の名 保護者

地区名 亡くなった方 享年

お誕生おめでとう

ご冥福をお祈りします

※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

（６月受付分）

（６月受付分）

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
、
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

募
集
項
目

資　

格

受
付
期
間

試
験
日
（
一
次
）

看
護
学
生

高
卒
（
見
込
含
）24
歳
未
満
の
者

９
月
８
日
〜
９
月
29
日

10
月
15
日

防
衛
大
学
校
学
生

一
般

高
卒
（
見
込
含
）21
歳
未
満
の
者

９
月
８
日
〜
９
月
29
日

11
月
11
・
12
日

推
薦

９
月
５
日
〜
９
月
７
日

９
月
23
・
24
日

防
衛
医
科
大
学
校
学
生

９
月
８
日
〜
９
月
29
日

11
月
４
・
５
日

詳
し
く
は
、
自
衛
隊
愛
媛
地
方
連
絡
部
宇
和
島
募
集
事
務
所
（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

３
３
６
５
、
０
８
９
５
―

２
４
―

１
１
１
１
）
ま
た
は
総
務
課
（
℡
７
２
―

１
２
１
１
）
へ
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

県立南宇和病院の「さわやか」医療情報

県立南宇和病院　整形外科 

山下　貢
こうじ

二　先生

　今年4月に県立南宇和病院に赴任した、

整形外科の山下貢二です。仁井田部長の指

導の下、中央に負けない自己完結型の医療

をめざして日々努力しています。

　整形外科の扱う疾患は多岐にわたります

が、高齢の方が多いためか、膝・腰・肩の

痛みを主訴に外来に来られる方が多いように感じます。膝では

軟骨が痛んでくる変形性膝関節症、腰では「みのもんたさん」

のおかげ?で有名になった腰部脊柱管狭窄症、肩では五十肩で

おなじみの肩関節周囲炎です。いずれにおいても薬・注射や手

術だけでなく、家での生活・運動が重要になってきます（特に

五十肩については）。運動をせずに痛みが治まるのを待つので

はなく、ぜひ整形外科を受診してください。正しい運動を一緒

に行いましょう。

　当院は、この地域になくてはならない病院です。愛南町の皆

さんが、この病院を支えてくださるようお願いいたします。私

自身も、今までお世話になった方々に少しでも恩返しが出来る

ように、一生懸命がんばりますので、よろしくお願いいたします。

日  時　9月16日～11月27日

場  所　松山市堀之内城山公園

料  金　　　　 大人　　小人

　一般前売り 2,500円  1,500円

　　〃　当日 2,800円  1,800円

時  間

　月～水曜日　 11：00、13：40

　金曜日  　  13：00、15：40

　土・日・祝    10：20、13：00、15：40

問い合せ

　詳しくは、木下大サーカス

松山公演事務局（089－948－

0333）へご連絡ください。
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■印刷

明星印刷工業株式会社

愛南町の持つ魅力をご紹介していきたいと思います。

皆様からの掲載依頼など、気軽に情報をお寄せください。

編 集 後 記愛は南から

愛南町の人口
（平成１８年７月１日現在）

世帯数　11,146 戸　
人口　   27,543 人
　男　   12,884 人
　女      14,659 人

　最近、7月20日以降の長

雨による土石流や河川の増

水等、全国に大きな被害が

続出しています。テレビ等

で、目の前に飛び込んでく

る災害の恐ろしさ、被害の

状況は把握できても、悲し

みや苦しみといった被害者

の方の心境は理解できにく

いのではないでしょうか。  

　幸いにして、本町では、

人命や家屋等の災害はあり

ませんでしたが、これから

の台風到来を考えると、大

雨・洪水警報等に注意して、

被害に遭わないよう、危機

意識を強く持つことが大切

だと痛感しました。

　しかし「そうは言っても、

いざとならないと」とは思

いますが、最近の異常気象

は、誰れもが身近に感じる

現実です。対岸の火事では

なく、自らが意思を強く持

ち、大切な生命や財産を守

る気構えを持ちましょう。

　そして、皆さんも、防災

グッズの購入等、「もしも

の時に備え、今、何ができ

るのか」、家庭でも話し合っ

てほしいと思います。その

ことが、もしもの時に、必

ず役に立つと思います。
愛南の恵まれた自然の幸「ふるさと小包 7月

便」の発送作業に汗を流されていた松本時
とき

子
こ

さん（南宇和ふるさと小包グループ会長）で

す。


